
水

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

　

ト

単位：千円
２１年度

景

２２年度 ２３年度 ２４

子

年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 70 70 64 141 合計 64,000 円
報償費 64,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 70 70 64 141

職員人件費　② 0 72 72 1,498

総事業費（①＋②） 70 142 136 1,639

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

４

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 福祉

　

安全

基本施策 高齢者福

刈

祉
施策体系

施策の内容

谷

高齢者世帯への生活支

市

援

目
　
　
　
的

　福祉有

事

償運送の必要性、旅客

務

から収受する

主
た
る
内

事

容

　協議会を開催し、

業

当該地域内の輸送の現

評

状
対価その他福祉有償

価

運送の適切な運営を図

シ

る に照らして、タクシ

ー

ー等の公共交通機関だ

ト

け
。 では移動制約者に

（

係る十分な輸送サービ

様

スの
確保がなされてお

式

らず、ＮＰＯ等の輸送

１

が必
要であること及び

）

その際の条件等が適切

会

なも
のか否かを検討す

計

る。

位
置
づ
け

関連計画

名

 

根拠法令 刈谷市福祉

担

有償運送運営協議会設

当

置要綱

対象者 協議会委

部

員 事業期間 平成１７年

福

度 ～

実施方法 ■直営　

祉

□委託　□指定管理　

健

□補助・助成　□その

康

他

部

一般会計
福祉有

Ｂ
　
事
　
業
　
実

償

　
績

２１年度実績 ２２

運

年度実績 ２３年度実績

送

２４年度計画

開催数：

運

1回 開催数:1回 開催

営

数:1回 開催数：1回

協

開催日：11月6日 開

議

催日:1月25日 開催

会

日:11月7日 開催日

事

：11月13日（予定

業

）

　運営協議会での合

担

意に基づき道路運送法

当

第79条の登録をする

課

ことにより、ＮＰＯ等

長

による自家用自動車を

寿

使用した有償

成果 運送

課

が可能となり移動制約

款

者の移送手段を確保す

項

ることができた。

(で

目

きたこと)

 
課題

(で

課

きなか 

 ったこと)

等

指標名称（単位）
実績

長

値 目標値

２１年度 ２２

名

年度 ２３年度 ２４年度

角

２６年度

活動 運営協議

岡

会開催数 1 1 1 1 1
指

　

標 （回）
成果   
指標

重

 
他市との
比較検証

幸

3 1 1 作成者 清



成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 34,167 32,868 26,536 34,997 合計 26,535,837 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 26,535,837 円

一般財源 34,167 32,868 26,536 34,997

職員人件費　② 0 732 1,436 1,124

総事業費（①＋②） 34,167 33,600 27,972 36,121

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

４

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 福祉安全

基本

　

施策 高齢者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 高齢者の

谷

社会参加・生きがいづ

市

くり

目
　
　
　
的

　定年

事

退職者等に対する就業

務

機会の確保をは

主
た
る

事

内
容

　市内在住のおお

業

むね60歳以上の健康

評

で働く
じめとした、高

価

齢者能力活用事業の推

シ

進を図 こと・仕事をす

ー

ることに意欲のある人

ト

に対し
る。 、希望に応

（

じた臨時的かつ短期的

様

な就業の確
保を行い、

式

生きがい活動を推進す

１

るための中
核機関であ

）

る刈谷市シルバー人材

会

センターに
補助金を交

計

付する。

位
置
づ
け

関連

名

計画 刈谷市介護保険事

担

業計画・刈谷市高齢者

当

福祉計画

根拠法令 高年

部

齢者等の雇用の安定等

福

に関する法律第46条

祉

対象者 ※主たる内容に

健

記載 事業期間 昭和５４

康

年度 ～

実施方法 □直営

部

　□委託　□指定管理

一

　■補助・助成　□そ

般

の他

会計
高齢者能力活

Ｂ
　
事
　
業
　

用

実
　
績

２１年度実績 ２

事

２年度実績 ２３年度実

業

績 ２４年度計画

会員数

担

：479人 会員数：4

当

79人 会員数：436

課

人 会員数：436人（

長

見込み）

　定年退職者

寿

等に対する就業機会の

課

確保をはじめとした、

款

高齢者能力活用推進事

項

業の推進を図ることが

目

できた。また、刈

成果

課

谷市シルバー人材セン

等

ターは、従来以上に地

長

域社会からの幅広い理

名

解と協力が期待できる

角

公益認定を受け、平成

岡

24年度よ

(できたこ

　

と) り公益社団法人と

重

なった。

　経済情勢の

幸

変化にともない、企業

3

からの発注が減少傾向

1

にあり、新たな就業先

3

の確保が必要である
課

作

題

(できなか 

 った

成

こと)

指標名称（単位

者

）
実績値 目標値

２１年

清

度 ２２年度 ２３年度 ２

水

４年度 ２６年度

活動 シ

　

ルバー人材センター会

景

員数 479 479 43

子

6 436 ―
指標 （人）



文

活動 老人クラブ加入人

章

数（人） 8,090 8,249 8,237 8,237 ―
指標
活動 老人クラブ加入率（％） 26.5 25.8 25.0 24.4 ―
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 7,652 7,725 7,718 7,801 合計 7,718,338 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 2,297 2,285 2,308 2,271 交付金 7,718,338 円

一般財源 5,355 5,440 5,410 5,530

職員人件費　② 0 2,899 2,871 2,997

総事業費（①＋②） 7,652 10,624 10,589 10,798

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 老人クラブ補助金（県）
老人クラブ連合会補助金（県

２５年度以降の事業費見込 0 ）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

４

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者の社会参加・生きが

市

いづくり

目
　
　
　
的

　

事

高齢者が、老人クラブ

務

に加入し、健康づく

主

事

た
る
内
容

　刈谷市老人

業

クラブ連合会、老人ク

評

ラブ連合
りを進める活

価

動や、ボランティア活

シ

動をはじ 会に入会した

ー

団体（単位老人クラブ

ト

）に対し､
めとした地

（

域を豊かにする活動等

様

に参加する 老人クラブ

式

の会員の教養の向上、

１

健康増進及
ことにより

）

、高齢者自身の心身の

会

健康や生き び地域活動

計

を支援するため、補助

名

金を交付す
がいづくり

担

を支援する。 る。

位
置

当

づ
け

関連計画 刈谷市介

部

護保険事業計画、刈谷

福

市高齢者福祉計画

根拠

祉

法令 刈谷市老人クラブ

健

等補助金交付要綱

対象

康

者 ※主たる内容に記載

部

事業期間 昭和４７年度

一

～

実施方法 □直営　□

般

委託　□指定管理　■

会

補助・助成　□その他

計
高齢者団体等助成

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

事

績

２１年度実績 ２２年

業

度実績 ２３年度実績 ２

担

４年度計画

老人クラブ

当

連合会及び単位老 老人

課

クラブ連合会及び単位

長

老 老人クラブ連合会及

寿

び単位老 老人クラブ連

課

合会及び単位老
人クラ

款

ブ（57クラブ）への

項

補 人クラブ（58クラ

目

ブ）への補 人クラブ（

課

58クラブ）への補 人

等

クラブ（58クラブ）

長

への補
助金の交付 助金

名

の交付 助金の交付 助金

角

の交付

　老人クラブ連

岡

合会及び各単位老人ク

　

ラブに対し補助金を交

重

付し活動を支援するこ

幸

とで、自主的に様々な

 

活動を企画運営

成果 す

3

ることができ、会員の

1

心身の健康や生きがい

3

づくりを推進すること

作

ができた。

(できたこ

成

と)

課題

(できなか 

者

 ったこと)

指標名称

杉

（単位）
実績値 目標値

山

２１年度 ２２年度 ２３

　

年度 ２４年度 ２６年度



本　恵

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,429 3,810 3,466 3,492 合計 3,465,870 円
役務費 9,870 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 3,456,000 円

一般財源 3,429 3,810 3,466 3,492

職員人件費　② 0 2,175 2,154 1,873

総事業費（①＋②） 3,429 5,985 5,620 5,365

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者の社会参加・生き

市

がいづくり

目
　
　
　
的

事

　老人のレクリェーシ

務

ョン、教養の向上のた

事

主
た
る
内
容

　老人いこ

業

いの場の設置にかかる

評

備品等の購
めの場であ

価

る老人いこいの場を設

シ

置・運営し 入及び運営

ー

を委託する。
、高齢者

ト

の心身の健康と福祉の

（

増進を図る。

位
置
づ
け

様

関連計画 刈谷市介護保

式

険事業計画・刈谷市高

１

齢者福祉計画

根拠法令

）

刈谷市老人いこいの場

会

設置運営要綱

対象者 6

計

0歳以上の高齢者 事業

名

期間 昭和４８年度 ～

実

担

施方法 ■直営　■委託

当

　□指定管理　□補助

部

・助成　□その他

福祉健康部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

老

１年度実績 ２２年度実

人

績 ２３年度実績 ２４年

い

度計画

開設日数： 6

こ

,529日(35ヶ所

い

) 開設日数： 6,1

の

19日(36ヶ所) 開

場

設日数： 6,815

整

日(36ヶ所) 開設日

備

数： 6,120日(

運

34ヶ所)
利用者数：

営

69,283人 利用者

事

数：69,097人 利

業

用者数：76,150

担

人 利用者数：72,0

当

00人

　いこいの場を

課

開設することにより、

長

地域の高齢者の交流の

寿

場を提供し、相互の親

課

睦を図ることができた

款

。

成果

(できたこと)

項

課題

(できなか 

 っ

目

たこと)

指標名称（単

課

位）
実績値 目標値

２１

等

年度 ２２年度 ２３年度

長

２４年度 ２６年度

活動

名

いこいの場開設日数 6

角

,529 6,119 6

岡

,815 6,120 ―

　

指標 （日）
活動 いこい

重

の場利用者数 69,2

幸

83 69,097 76

3

,150 72,000

1

―
指標 （人）

 
他市と

3

の
比較検証

作成者 坂



1

評価 ・簡易健康度評価

3

　刈谷市老人クラブ連

作

合会へ事業委託する事

成

で、ゲートボール、グ

者

ラウンド・ゴルフなど

坂

野外でのレクリェーシ

本

ョンや世

成果 代間交流

　

を図る行事などが円滑

恵

に行われ、高齢者の生きがいと健康づくりの促進や世代間交流を図ることができた。

(できたこと)

　参加者が少ない行事については、参加を呼びかける努力をするとともに、内容について見直す必要がある。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 参加延人数 712 717 696 843 ―
指標 （人）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 802 777 794 1,000 合計 793,582 円
委託料 793,582 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 802 777 794 1,000

職員人件費　② 0 362 1,077 1,498

総事業費（①＋②） 802 1,139 1,871 2,498

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

　

画
分野 福祉安全

基本施

刈

策 高齢者福祉
施策体系

谷

施策の内容 高齢者の社

市

会参加・生きがいづく

事

り

目
　
　
　
的

　高齢者

務

のスポーツ活動・健康

事

づくり活動な

主
た
る
内

業

容

　ゲートボール、グ

評

ラウンド・ゴルフなど

価

野
どを総合的に展開す

シ

るとともに高齢者の社

ー

会 外でのレクリェーシ

ト

ョンを通して、高齢者

（

の
活動への積極的参加

様

の推進を図り、明るい

式

活 生きがいと健康づく

１

りの促進と世代間交流

）

を
力ある長寿社会の実

会

現に向けて、高齢者が

計

生 図るため刈谷市老人

名

クラブ連合会へ事業委

担

託
涯を健康で生きがい

当

を持って社会活動を行

部

う する。
ことができる

福

よう支援する。

位
置
づ

祉

け

関連計画 刈谷市介護

健

保険事業計画・刈谷市

康

高齢者福祉計画

根拠法

部

令  

対象者 老人クラブ

一

会員および60歳以上

般

の高齢者 事業期間 昭和

会

５６年度 ～

実施方法 □

計

直営　■委託　□指定

高

管理　□補助・助成　

齢

□その他

者の生きがいと健

Ｂ
　
事
　

康

業
　
実
　
績

２１年度実

づ

績 ２２年度実績 ２３年

く

度実績 ２４年度計画

老

り

人クラブ連合会への委

推

託事 老人クラブ連合会

進

への委託事 老人クラブ

事

連合会への委託事 老人

業

クラブ連合会への委託

担

事
業実績 業実績 業実績

当

業実績
・ゲートボール

課

、 ・ゲートボール ・ゲ

長

ートボール ・ゲートボ

寿

ール
・グラウンド・ゴ

課

ルフ ・グラウンド・ゴ

款

ルフ ・グラウンド・ゴ

項

ルフ ・グラウンド・ゴ

目

ルフ
・おじいちゃん・

課

おばあちゃ ・おじいち

等

ゃん・おばあちゃ ・お

長

じいちゃん・おばあち

名

ゃ ・おじいちゃん・お

角

ばあちゃ
んと行く名古

岡

屋港水族館 んと行く名

　

古屋港水族館 んと行く

重

名古屋港水族館 んと行

幸

く名古屋港水族館
・簡

 

易健康度評価 ・簡易健

3

康度評価 ・簡易健康度



　

源 0 0 0 0

一般財源 8

恵

0 60 70 150

職員人件費　② 0 362 1,077 749

総事業費（①＋②） 80 422 1,147 899

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

４

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者の社会参加・生きが

市

いづくり

目
　
　
　
的

　

事

全国健康福祉祭など高

務

齢者スポーツ大会出

主

事

た
る
内
容

　市内在住・

業

在勤・在学の高齢者ス

評

ポーツ大
場者に激励金

価

を交付し、高齢者のス

シ

ポーツ奨 会出場者で県

ー

代表として全国大会に

ト

出場する
励及び激励を

（

する。 選手に対し、激

様

励金を交付する。
　
　

式

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

１

市介護保険事業計画・

）

刈谷市高齢者福祉計画

会

根拠法令  

対象者 ※主

計

たる内容に記載 事業期

名

間 ～

実施方法 ■直営　

担

□委託　□指定管理　

当

□補助・助成　□その

部

他

福祉健康部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実

計

　
績

２１年度実績 ２２

高

年度実績 ２３年度実績

齢

２４年度計画

北海道・

者

札幌大会：8人 石川大

ス

会：6人 熊本大会：7

ポ

人 宮城・仙台大会（予

ー

定）

　愛知県代表とし

ツ

て全国大会に出場する

等

選手に奨励金を交付す

奨

る事で、大会出場者の

励

士気を高めることがで

事

きた。

成果

(できたこ

業

と)

課題

(できなか 

担

 ったこと)

指標名称

当

（単位）
実績値 目標値

課

２１年度 ２２年度 ２３

長

年度 ２４年度 ２６年度

寿

活動 高齢者スポーツ大

課

会出場者数 8 6 7 13

款

―
指標 （人）
成果   

項

指標
 

他市との
比較検

目

証

課等長名 角岡　重

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

幸

ス
　
ト

単位：千円
２１

3

年度 ２２年度 ２３年度

1

２４年度 ２３年度

（決

3

算） （決算） （決算）

作

（予算） 事業費内訳

事

成

業費　① 80 60 70

者

150 合計 70,00

坂

0 円
報償費 70,0

本

00 円

財
　
源

特定財



千

増加が見込まれるため

恵

、より一層の周知啓発

子

が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 高齢者布団乾燥等利用者数 118 124 124 139 148
指標 （人）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,417 3,315 3,496 3,725 合計 3,495,757 円
委託料 3,357,831 円

財
　
源

特定財源 211 209 204 226 使用料及び賃借料 137,926 円

一般財源 3,206 3,106 3,292 3,499

職員人件費　② 0 1,812 1,795 1,498

総事業費（①＋②） 3,417 5,127 5,291 5,223

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 在宅福祉事業一部負担金

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者世帯への生活支援

市

目
　
　
　
的

　高齢者に

事

対し、布団の乾燥並び

務

に寝具のク

主
た
る
内
容

事

　65歳以上の高齢者

業

のみの世帯で、布団の

評

衛
リーニング及び貸与

価

を実施し、清潔な寝具

シ

で 生管理が困難な人に

ー

対し、布団乾燥車が自

ト

宅
過ごしてもらうこと

（

により、福祉の向上を

様

図 へ出向き、布団等の

式

乾燥消毒を実施する。

１

る。 　また、在宅のね

）

たきり又は認知症の高

会

齢者
（見舞金受給者）

計

を対象に、寝具のクリ

名

ーニ
ング及び貸与を実

担

施する。
　
利用者負担

当

：1回300円（布団

部

乾燥のみ）

位
置
づ
け

関

福

連計画 刈谷市介護保険

祉

事業計画・刈谷市高齢

健

者福祉計画

根拠法令 刈

康

谷市高齢者布団乾燥等

部

事業実施要綱

対象者 ※

一

主たる内容に記載 事業

般

期間 昭和５４年度 ～

実

会

施方法 ■直営　■委託

計

　□指定管理　□補助

高

・助成　□その他

齢者布団乾燥等事業

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

担

１年度実績 ２２年度実

当

績 ２３年度実績 ２４年

課

度計画

布団乾燥：　　

長

　 102人 布団乾燥

寿

：       10

課

1人 布団乾燥：   

款

     98人 布団

項

乾燥：       

目

110人
寝具クリーニ

課

ング：10人 寝具クリ

等

ーニング：17人 寝具

長

クリーニング：22人

名

寝具クリーニング：2

角

2人 
寝具貸与：  

岡

       6人 寝

　

具貸与：      

重

   6人 寝具貸与：

幸

       　4人

 

寝具貸与：     

3

    7人

　利用者

1

がサービスを利用し快

3

適な睡眠を得ることに

作

より高齢者の健康維持

成

を図るとともに、介護

者

者の負担軽減を図るこ

菅

成果 とができた。

(で

田

きたこと)

　高齢化の

　

進行に伴い、対象者の



ることができた。

(できたこと)

　高齢化社会が進み、事業費の増加が見込まれる中、事業のあり方について検討する必要がある。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 配食サービス利用者数（人） 249 252 258 275 288
指標
成果   
指標

　配食サービスの実施回数については、週1回から毎日実施しているところまで各市とも様々である。
他市との 　また、1食あたりの市の補助額も半額程度補助しているとこらから、配達費のみ補助している市まで様々
比較検証 である。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 13,187 13,741 14,376 16,236 合計 14,375,689 円
委託料 14,375,689 円

財
　
源

特定財源 2,159 2,158 2,208 2,460

一般財源 11,028 11,583 12,168 13,776

職員人件費　② 0 2,175 2,154 2,248

総事業費（①＋②） 13,187 15,916 16,530 18,484

建
設

Ｄ

事
業

全体事業費 0 ２３

　

年度特定財源名称

２３

　

年度迄の累積事業費 0

　

在宅福祉事業一部負担

Ｏ

金

２５年度以降の事業

　

費見込 0

　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

４

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 高齢者福祉
施策体系

刈

施策の内容 高齢者世帯

谷

への生活支援

目
　
　
　

市

的

　食事の支度が困難

事

な高齢者等に対して、

務

定

主
た
る
内
容

　65歳

事

以上の高齢者のみの世

業

帯でサービスの
期的に

評

居宅を訪問して栄養バ

価

ランスのとれた 提供が

シ

必要であると判断され

ー

た人に対し、毎
食事を

ト

提供するとともに、安

（

否確認を行い、 週木曜

様

日の昼食と火曜日・金

式

曜日の夕食を配
健康で

１

自立した生活を送るこ

）

とができるよう 達し安

会

否確認を行う。
支援す

計

る。 ※昼食は配達ボラ

名

ンティア、夕食は市内

担

の4つ
の業者が行う。

当

（カロリーコントロー

部

ル・減
塩等の必要の無

福

い人を対象とした一般

祉

食）
　
委託先：刈谷市

健

社会福祉協議会
利用者

康

負担：1食300円
市

部

負担：1食300円・

一

配達料80円

位
置
づ
け

般

関連計画 刈谷市介護保

会

険事業計画、刈谷市高

計

齢者福祉計画

根拠法令

配

刈谷市老人配食サービ

食

ス事業実施要綱

対象者

サ

65歳以上の高齢者の

ー

みの世帯 事業期間 平成

ビ

８年度 ～

実施方法 □直

ス

営　■委託　□指定管

事

理　□補助・助成　□

業

その他

担当課 長寿課

款 項

Ｂ
　
事
　
業

目

　
実
　
績

２１年度実績

課

２２年度実績 ２３年度

等

実績 ２４年度計画

利用

長

者数：　　　 249

名

人 利用者数：　　　 

角

252人 利用者数：　

岡

　　 258人 利用者

　

数：　　　 275人

重

延べ利用食数：24,

幸

268食 延べ利用食数

3

：25,183食 延べ

1

利用食数：25,04

3

6食

　サービスの提供

作

が必要な高齢者世帯に

成

定期的に栄養バランス

者

のとれた食事を提供す

清

ることにより、対象者

水

の健康管理に

成果 役立

　

った。また、配食の際

景

に高齢者世帯の安否確

子

認を行うとともに、利用者の状況等を確認す



　

題
発が必要である。

(

景

できなか 

 ったこと

子

)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 生きがい活動支援通所事業実施延日数 148 136 135 168 168
指標 （日）
活動 生きがい活動支援通所事業利用延人数 1,274 1,297 1,329 1,414 1,479
指標 （人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,461 3,428 3,570 4,496 合計 3,570,443 円
委託料 3,570,443 円

財
　
源

特定財源 636 649 664 1,020

一般財源 2,825 2,779 2,906 3,476

職員人件費　② 0 725 359 749

総事業費（①＋②） 3,461 4,153 3,929 5,245

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 在宅福祉事業一部負担金

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者の社会参加・生き

市

がいづくり

目
　
　
　
的

事

　家に閉じこもりがち

務

な高齢者に対し、要介

事

主
た
る
内
容

　おおむね

業

65歳以上で、介護保

評

険の要支援又
護状態に

価

ならないよう通所によ

シ

る介護予防サ は要介護

ー

の認定を受けていない

ト

人で、家に閉
ービスを

（

提供し、自立支援と保

様

健福祉の向上 じこもり

式

がちな高齢者に対し、

１

高齢者福祉セ
を図る。

）

ンター及び東刈谷市民

会

センターにおいて生活

計

支援通所サービス（ミ

名

ニデイサービス）を提

担

供する。
○あつまりん

当

　ボランティアを利用

部

し、通所型の介護サー

福

ビスを行う。
○ちびじ

祉

ゃん
　活動するボラン

健

ティアの子供を保育す

康

る。

位
置
づ
け

関連計画

部

刈谷市介護保険事業計

一

画・刈谷市高齢者福祉

般

計画

根拠法令 刈谷市生

会

きがい活動支援通所事

計

業実施要綱

対象者 ※主

生

たる内容に記載 事業期

き

間 平成９年度 ～

実施方

が

法 □直営　■委託　□

い

指定管理　□補助・助

活

成　□その他

動支援通所事業
担

Ｂ
　

当

事
　
業
　
実
　
績

２１年

課

度実績 ２２年度実績 ２

長

３年度実績 ２４年度計

寿

画

実施延日数：　14

課

8日 実施延日数：　1

款

36日 実施延日数：　

項

135日 実施延日数：

目

　168日
利用延人数

課

：1,274人 利用延

等

人数：1,297人 利

長

用延人数：1,329

名

人 利用延人数：1,4

角

14人

　通所による各

岡

種のサービスを提供す

　

ることにより、社会的

重

孤立感の解消、自立的

幸

生活の助長、心身機能

3

の維持向上等を

成果 図

1

ることができた。

(で

3

きたこと)

　高齢者の

作

閉じこもりを予防し解

成

消するためには、社会

者

参加の機会を提供する

清

ことが重要であるため

水

、より一層の周知啓
課



章

人
介護タクシー券利用

弘

者数： 介護タクシー券利用者数： 介護タクシー券利用者数： 介護タクシー券利用者数：
　　141人 　　189人 　　178人 　　206人

　タクシー料金助成利用券の交付により、外出が必要であってもその手段がない状況の解消を図ることができた。

成果

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、対象者の増加が見込まれるため、より一層の周知啓発が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 高齢者タクシー券利用者数 168 155 148 169 183
指標 （人）
活動 介護タクシー券利用者数 141 189 178 206 223
指標 （人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,488 7,327 7,393 8,002 合計 7,392,791 円
需用費 261,891 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 扶助費 7,130,900 円

一般財源 6,488 7,327 7,393 8,002

職員人件費　② 0 1,812 2,871 2,997

総事業費（①＋②） 6,488 9,139 10,264 10,999

Ｄ

建
設
事
業

全体事業費 0

　

２３年度特定財源名称

　

２３年度迄の累積事業

　

費 0

２５年度以降の事

Ｏ

業費見込 0

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

４

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者世帯への生活支援

目

市

　
　
　
的

　身体上又は

事

精神上の障害があって

務

、日常生

主
た
る
内
容

【

事

高齢者タクシー】
活を

業

営むのが困難な高齢者

評

に対しタクシー料 　在

価

宅の要支援2以上で、

シ

前年分所得税が非課
金

ー

の一部を助成すること

ト

により、高齢者の外 税

（

世帯の高齢者（65歳

様

以上）に対し、タクシ

式

出を支援し、また、一

１

般の交通機関を利用す

）

ー料金助成利用券を年

会

36枚（1枚680円

計

）交付
ることが困難な

名

高齢者が医療機関への

担

通院等 する。
を容易に

当

するため介護タクシー

部

を利用する場 【介護タ

福

クシー】
合に、料金の

祉

一部を助成することに

健

より、高 　在宅の要介

康

護1以上で、通常の車

部

両に乗れな
齢者の福祉

一

の増進を図る。 い高齢

般

者（65歳以上）に対

会

し、通院等を支援
する

計

ため、寝台や車椅子用

高

昇降機付車両のタ
クシ

齢

ー料金助成利用券を年

者

36枚交付する。
・車

タ

椅子用昇降機付車両　

ク

1枚3,280円
・寝

シ

台付き車両　　　　　

ー

1枚3,640円

位
置

助

づ
け

関連計画 刈谷市介

成

護保険事業計画・刈谷

事

市高齢者福祉計画

根拠

業

法令 刈谷市高齢者タク

担

シー料金助成事業実施

当

要綱、刈谷市介護タク

課

シー事業実施要綱

対象

長

者 ※主たる内容に記載

寿

事業期間 平成１４年度

課

～

実施方法 ■直営　□

款

委託　□指定管理　■

項

補助・助成　□その他

目 課等長名 角岡　重

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

幸

績

２１年度実績 ２２年

3

度実績 ２３年度実績 ２

1

４年度計画

高齢者タク

3

シー券利用者数： 高齢

作

者タクシー券利用者数

成

： 高齢者タクシー券利

者

用者数： 高齢者タクシ

櫻

ー券利用者数：
　　1

井

68人 　　155人 　

　

　148人 　　169



円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 304 275 217 360 合計 216,750 円
報償費 216,750 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 304 275 217 360

職員人件費　② 0 362 718 1,124

総事業費（①＋②） 304 637 935 1,484

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

４

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

福祉安全

基本施策 高齢

　

者福祉
施策体系

施策の

刈

内容 高齢者の社会参加

谷

・生きがいづくり

目
　

市

　
　
的

　ひとり暮らし

事

高齢者を訪問し安否の

務

確認と

主
た
る
内
容

　市

事

内在住の65歳以上の

業

ひとり暮らし高齢者
話

評

し相手となり、孤立し

価

ないよう支援する。 に

シ

対し、地区の老人クラ

ー

ブ会員などが、週2回

ト

程度定期的に訪問し、

（

安否確認を行うととも

様

に話相手になる。

位
置

式

づ
け

関連計画 刈谷市介

１

護保険事業計画・刈谷

）

市高齢者福祉計画

根拠

会

法令  

対象者 ※主たる

計

内容に記載 事業期間 ～

名

実施方法 □直営　■委

担

託　□指定管理　□補

当

助・助成　□その他

部 福祉健康部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

計

２１年度実績 ２２年度

友

実績 ２３年度実績 ２４

愛

年度計画

訪問員：33

訪

人 訪問員：30人 訪問

問

員：24人 訪問員：3

事

7人
対象者：37人 対

業

象者：34人 対象者：

担

27人 対象者：37人

当

　ひとり暮らし高齢者

課

を訪問し安否の確認を

長

するとともに、話し相

寿

手になることにより孤

課

独感を解消することが

款

できた。

成果

(できた

項

こと)

　高齢化の進行

目

に伴い、ひとり暮らし

課

高齢者の増加が見込ま

等

れるため、より一層の

長

周知啓発が必要である

名

。
課題

(できなか 

 

角

ったこと)

指標名称（

岡

単位）
実績値 目標値

２

　

１年度 ２２年度 ２３年

重

度 ２４年度 ２６年度

活

幸

動 友愛訪問員数 33 3

3

0 24 ― ―
指標 （人）

1

活動 友愛訪問対象者数

3

37 34 27 37 40

作

指標 （人）
 

他市との

成

比較検証

者 坂本　恵

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千



恵

人 　　　　　　　　　 計166人 　　　　　　　　　 計220人
　

　高齢社会に対応するため、家庭での介護も重要になり、専門家による講演、演習を通し基本的な知識、技術を身につけ

成果 ることができた。

(できたこと)

　より幅広い世代の方に参加してもらうため、ＰＲ方法について検討する必要がある。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 家庭介護教室参加者数 207 144 166 220
指標 （人）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 131 108 52 203 合計 52,250 円
使用料及び賃借料 52,250 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 131 108 52 203

職員人件費　② 0 725 1,436 1,498

総事業費（①＋②） 131 833 1,488 1,701

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

４

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 福祉安全

基

　

本施策 高齢者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 高齢者

谷

の社会参加・生きがい

市

づくり

目
　
　
　
的

　高

事

齢社会に対応するため

務

家庭で介護する基

主
た

事

る
内
容

　家庭介護に関

業

心のある方を募集して

評

研修会
本的な知識、技

価

術を身につけることが

シ

できる を開催する。
よ

ー

う支援する。 　なお、

ト

男女共同参画イベント

（

事業の一環と
して実施

様

している。

位
置
づ
け

関

式

連計画 刈谷市介護保険

１

事業計画・刈谷市高齢

）

者福祉計画

根拠法令  

会

対象者 介護に関心のあ

計

る人 事業期間 平成１６

名

年度 ～

実施方法 ■直営

担

　■委託　□指定管理

当

　□補助・助成　□そ

部

の他

福祉健康部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２１年度実績 ２

在

２年度実績 ２３年度実

宅

績 ２４年度計画

・中部

介

地区 ・中部地区 ・中部

護

地区 ・中部地区
1日目

実

(講義)27人(演習

技

)28人 1日目(講義

研

)20人(演習)21

修

人 1日目(講義)24

事

人(演習)24人 1日

業

目(講義)25人(講

担

義)25人
2日目(演

当

習)25人 2日目(演

課

習)23人 2日目(演

長

習)26人 2日目(演

寿

習)25人
3日目(講

課

義)28人 　 3日目

款

(講義)19人 3日目

項

(講義)29人 3日目

目

(講義)25人
・南部

課

地区 ・南部地区 ・南部

等

地区 ・南部地区
　　　

長

(講義)31人(演習

名

)30人 　　　(演習

角

)23人 　　　(演習

岡

)24人 　　　(講義

　

)30人(講義)30

重

人
・北部地区 ・北部地

幸

区 ・北部地区 ・北部地

 

区
　　　(講義)20

3

人(演習)18人 　　

1

　(講義)18人(演

3

習)20人 　　　(講

作

義)19人(演習)2

成

0人 　　　(講義)3

者

0人(講義)30人
　

坂

　　　　　　    

本

 計207人 　　　　

　

　　　　　 計144



子

から受講希望が集まるようになった。

(できたこと)

　認知症高齢者は増加しており、その家族や地域等への周知や予防啓発は重要であるため、より一層の周知啓発が必要で
課題

ある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 認知症サポーター養成講座受講者累計数（人） 563 858 1,300 1,600 2,200
指標
成果   
指標

県のモデル事業等をいち早く積極的に活用した近隣市（安城市、東浦町）と比べると、実績数値が少ない。
他市との 様々な機会を通じて、受講に向けての啓発を進めていく必要がある。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 348 162 197 合計 162,452 円
需用費 161,752 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 役務費 700 円

一般財源 0 348 162 197

職員人件費　② 0 725 1,077 1,498

総事業費（①＋②） 0 1,073 1,239 1,695

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

４

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 福祉安全

基

　

本施策 高齢者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 高齢者

谷

世帯への生活支援

目
　

市

　
　
的

　認知症に対す

事

る正しい知識とその具

務

体的な

主
た
る
内
容

　認

事

知症の啓発と認知症に

業

関する知識習得機
対応

評

方法などを理解し、認

価

知症になっても安 会を

シ

提供し、認知症高齢者

ー

を取り巻く環境を
心し

ト

て暮らし続けることが

（

できる地域づくり 整備

様

する。
を推進する。 ○

式

認知症サポーター養成

１

講座
　認知症を正しく

）

理解し、偏見を持たず

会

、認
知症の人や家族に

計

対し、温かい目で見守

名

る｢認
知症サポーター

担

｣を養成する。
○認知

当

症に関するパンフレッ

部

トを作成
　民生委員や

福

地域包括支援センター

祉

等を通じ
て啓発を行う

健

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

康

谷市介護保険事業計画

部

、刈谷市高齢者福祉計

一

画

根拠法令  

対象者 市

般

民 事業期間 平成１９年

会

度 ～

実施方法 ■直営　

計

□委託　□指定管理　

認

□補助・助成　□その

知

他

症啓発推進事業
担

Ｂ
　
事
　
業
　
実

当

　
績

２１年度実績 ２２

課

年度実績 ２３年度実績

長

２４年度計画

・認知症

寿

サポーター養成講座 ・

課

認知症サポーター養成

款

講座 ・認知症サポータ

項

ー養成講座 ・認知症サ

目

ポーター養成講座
　1

課

2回開催：436人 　

等

10回開催：295人

長

　15回開催：442

名

人 　15回開催：30

角

0人（予定）
・パンフ

岡

レット等を窓口・施 ・

　

パンフレット等を窓口

重

・施 ・パンフレット等

幸

を窓口・施 ・パンフレ

3

ット等を窓口・施
設に

1

て配布 設にて配布 設に

3

て配布 設にて配布予定

作

　地域包括支援センタ

成

ーの協力により、地道

者

な広報活動を続けてき

石

た結果、民生・児童委

田

員、老人クラブ、ボラ

　

ンティア

成果 をはじめ

栄

とする各種団体や民間

美

企業など、様々な方面



清

5,800
指標 （人）

水

成果  生きがいセンタ

　

ー延べ利用者数 23,

景

626 23,484 2

子

3,684 23,700 23,700
指標 （人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 18,470 18,966 19,264 19,722 合計 19,263,841 円
役務費 7,897 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 委託料 17,275,944 円
使用料及び賃借料

一般財源 18,470 18,966 19,264 19,712 1,980,000 円

職員人件費　② 0 362 1,436 749

総事業費（①＋②） 18,470 19,328 20,700 20,471

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

４

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 福

　

祉安全

基本施策 高齢者

刈

福祉
施策体系

施策の内

谷

容 高齢者福祉施設の充

市

実

目
　
　
　
的

　高齢者

事

福祉の拠点として、高

務

齢者の能力活

主
た
る
内

事

容

　指定管理者である

業

、刈谷市シルバー人材

評

セ
用及び生きがいと健

価

康づくり、交流の場を

シ

提 ンターにより施設の

ー

管理運営及び各種講座

ト

を
供し、高齢者福祉の

（

向上を図る。 実施し、

様

高齢者の生きがい活動

式

を支援する。
　
対象者

１

　
　市内に在住する満

）

60歳以上の人及び老

会

人福
祉関係団体

位
置
づ

計

け

関連計画 刈谷市介護

名

保険事業計画・刈谷市

担

高齢者福祉計画

根拠法

当

令 刈谷市高齢者生きが

部

い施設条例、刈谷市高

福

齢者生きがい施設条例

祉

施行規則

対象者 ※主た

健

る内容に記載 事業期間

康

昭和６２年度 ～

実施方

部

法 ■直営　□委託　■

一

指定管理　□補助・助

般

成　□その他

会計
生きがいセン

Ｂ
　

タ

事
　
業
　
実
　
績

２１年

ー

度実績 ２２年度実績 ２

管

３年度実績 ２４年度計

理

画

・高齢者市民講座の

運

開催 ・高齢者市民講座

営

の開催 ・高齢者市民講

事

座の開催 ・高齢者市民

業

講座の開催
（9講座1

担

3教室：266回） （

当

9講座13教室：26

課

6回） （9講座13教

長

室：266回） （9講

寿

座13教室：266回

課

予定）
・講座室、多目

款

的室等の利用 ・講座室

項

、多目的室等の利用 ・

目

講座室、多目的室等の

課

利用 ・講座室、多目的

等

室等の利用

　高齢者能

長

力活用及び生きがいと

名

健康づくりの場を提供

角

し、福祉の向上を図る

岡

ことができた。

成果

(

　

できたこと)

 
課題

(

重

できなか 

 ったこと

幸

)

指標名称（単位）
実

3

績値 目標値

２１年度 ２

1

２年度 ２３年度 ２４年

3

度 ２６年度

成果 高齢者

作

市民講座参加者延人数

成

5,046 5,261

者

5,608 5,800



　景子

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 436 4,742 1,701 0 合計 1,700,850 円
工事請負費 892,500 円

財
　
源

特定財源 0 160 0 0 備品購入費 808,350 円

一般財源 436 4,582 1,701 0

職員人件費　② 0 1,450 718 0

総事業費（①＋②） 436 6,192 2,419 0

建
設
事
業

全体事業費 4,742 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 4,742

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者福祉施設の充実

目

市

　
　
　
的

　生きがいセ

事

ンターの施設を整備し

務

、安全で

主
た
る
内
容

　

事

生きがいセンターの施

業

設を整備し、安全で
快

評

適な環境を提供し、高

価

齢者福祉の増進と利 快

シ

適な環境を提供する。

ー

用者の利便性を図る。

ト

　
対象者
　市内に在住

（

する満60歳以上の人

様

及び老人福
祉関係団体

式

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

１

市介護保険事業計画・

）

刈谷市高齢者福祉計画

会

根拠法令 刈谷市高齢者

計

生きがい施設条例、刈

名

谷市高齢者生きがい施

担

設条例施行規則

対象者

当

※主たる内容に記載 事

部

業期間 昭和６２年度 ～

福

実施方法 ■直営　□委

祉

託　□指定管理　□補

健

助・助成　□その他

康部

一般会計
生きが

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

い

２１年度実績 ２２年度

セ

実績 ２３年度実績 ２４

ン

年度計画

・西階段手摺

タ

設置 ・相談室等改修工

ー

事 ・2階和室畳取替  

整

・通信カラオケ（2階

備

設置） ・公共施設連絡

事

バス走行路障  
・自動

業

血圧計の設置 害排除改

担

良工事  
・3階集会室

当

映像機器更新  
・カー

課

テン取替 　　　―――

長

――――

　施設設備を

寿

行い、安全で快適な環

課

境を提供し、高齢者福

款

祉の増進および利用者

項

の利便性を図ることが

目

できた。

成果

(できた

課

こと)

 
課題

(できな

等

か 

 ったこと)

指標

長

名称（単位）
実績値 目

名

標値

２１年度 ２２年度

角

２３年度 ２４年度 ２６

岡

年度

成果  生きがいセ

　

ンター延べ利用者数 2

重

3,626 23,48

幸

4 23,684 23,

3

700 23,700
指

1

標 （人）
成果   
指標

3

 
他市との
比較検証

作成者 清水



和

変化しており、家族の

歩

援助を受けることが困難な高齢者は増加しているため、一時的な住
課題

居として利用できる生活支援ハウスの周知を図る必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 生活支援ハウス利用延人数 11 11 7 ― ―
指標 （人）
成果   
指標

　安城市、碧南市及び高浜市においても同事業を実施。定員は他市もすべて10名であり、実績値においても
他市との 大きな差はない。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,780 8,780 8,780 8,780 合計 8,780,000 円
委託料 8,780,000 円

財
　
源

特定財源 173 358 88 10

一般財源 8,607 8,422 8,692 8,770

職員人件費　② 0 1,812 2,512 2,248

総事業費（①＋②） 8,780 10,592 11,292 11,028

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 生活支援ハウス利用負担金

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

４

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者世帯への生活支援

目

市

　
　
　
的

　居宅におい

事

て生活することに不安

務

がある高

主
た
る
内
容

　

事

市内に住所を有する6

業

0歳以上の高齢者に対

評

齢者に対し、一時的な

価

住居を提供し、併せて

シ

し、住宅改修時、家族

ー

の長期入院・長期出張

ト

必要な介護サービスの

（

利用調整をすることに

様

中又は病院・老人保健

式

施設などから退院・退

１

より、高齢者が安心し

）

て健康で明るい生活を

会

所後自宅での生活に慣

計

れるまでの間などに、

名

6
送れるよう支援し、

担

もって高齢者の福祉の

当

増 ヶ月以内を原則とし

部

て住居を提供する。施

福

設
進を図る。 には生活

祉

援助員が24時間常駐

健

し、生活に関す
る相談

康

や緊急時の対応に当た

部

る。
　利用料は、利用

一

者の収入によって決定

般

する
他、利用に伴う光

会

熱水費や入所保証金が

計

必要
となる。

位
置
づ
け

生

関連計画 刈谷市介護保

活

険事業計画・刈谷市高

支

齢者福祉計画

根拠法令

援

刈谷市生活支援ハウス

ハ

運営事業実施要綱

対象

ウ

者 ※主たる内容に記載

ス

事業期間 平成１９年度

運

～

実施方法 □直営　■

営

委託　□指定管理　□

事

補助・助成　□その他

業
担当課 長寿課

款 項

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

目

績

２１年度実績 ２２年

課

度実績 ２３年度実績 ２

等

４年度計画

延人数：　

長

 11人 延人数：　 

名

11人 延人数：　 7

角

人 事業の性質上、計画

岡

・目標値
延日数：1,

　

204日 延日数：1,

重

030日 延日数： 8

幸

89日 は未設定。

　住

3

宅改修等により一時的

1

に住居が必要となった

3

高齢者に対して住居を

作

提供することで、高齢

成

者の不安の解消及び必

者

要な

成果 支援等を実施

近

することができた。

(

田

できたこと)

　高齢者

　

を取り巻く環境は日々



指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 補助施設数 1 1 1 － －
指標 （箇所）
活動 補助額 4,023,000 4,399,000 6,069,000 － －
指標 （円）

　国の交付金、県の補助金を財源として、全国的に行われている。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,023 4,399 6,069 0 合計 6,069,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 4,023 4,399 6,069 0 交付金 6,069,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 72 72 0

総事業費（①＋②） 4,023 4,471 6,141 0

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 介護基盤緊急整備等補助金（
県）

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

認知症高齢者グループホーム等消防設備整

備費補助事業

平成２４

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

　

　
概
　
要

総合計画
分野

刈

福祉安全

基本施策 高齢

谷

者福祉
施策体系

施策の

市

内容 介護サービスの充

事

実

目
　
　
　
的

　スプリ

務

ンクラーの設置費用を

事

補助すること

主
た
る
内

業

容

　消防法施行令等の

評

一部改正によりスプリ

価

ン
で事業者の経営面で

シ

の負担軽減と利用者負

ー

担 クラーの設置が義務

ト

付けられた既存のグル

（

ー
への転嫁を防ぐ。 プ

様

ホーム等の事業者に対

式

し、設置費用の補助
を

１

行う。
　グループホー

）

ムは、県支出金を財源

会

として
市が補助を行う

計

が、県支出金が基準額

名

（9,000
円/㎡）

担

に満たない場合、3,

当

000千円を限度に
差

部

額を市で補填する。短

福

期入所施設は、県が
直

祉

接補助する制度があり

健

、県の補助額が基準
額

康

（9,000円/㎡）

部

に満たない場合、3,

一

000千円
を限度に市

般

で差額を補填する。

位

会

置
づ
け

関連計画

根拠法

計

令 刈谷市認知症高齢者

担

グループホーム等消防

当

設備整備費補助金交付

課

要綱

対象者 ※主たる内

長

容に記載 事業期間 平成

寿

２１年度 ～ 平成２３年

課

度

実施方法 ■直営　□

款

委託　□指定管理　■

項

補助・助成　□その他

目 課等長名 角岡　重

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

幸

績

２１年度実績 ２２年

3

度実績 ２３年度実績 ２

1

４年度計画

補助施設数

3

：  　1施設 補助施

作

設数： 　 1施設 補

成

助施設数： 　 1施

者

設  
補助額：4,02

岩

3,000円 補助額：

間

4,399,000円

　

補助額：6,069,

誠

000円  
 
 
　　　

二

―――――――

　補助事業を活用することで、グループホームのスプリンクラー設置費用について事業者負担が軽減され、適切な設置・

成果 利用者の安全の確保がなされた。

(できたこと)

 
課題

(できなか 

 ったこと)



の
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 10,800 10,800 0 合計 10,800,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 10,800 10,800 0 交付金 10,800,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 72 72 0

総事業費（①＋②） 0 10,872 10,872 0

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 施設開設準備経費補助金（県
）

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

認知症高齢者グループホーム施設開設準備

経費補助事業

平成２４

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

　

　
概
　
要

総合計画
分野

刈

福祉安全

基本施策 高齢

谷

者福祉
施策体系

施策の

市

内容 介護サービスの充

事

実

目
　
　
　
的

　刈谷市

務

において新たに整備さ

事

れるグループ

主
た
る
内

業

容

　民間事業所が整備

評

する認知症高齢者グル

価

ー
ホームの開設時から

シ

安定した、質の高いサ

ー

ー プホームの開設準備

ト

経費（開設前の6か月

（

間に
ビスを提供するた

様

めの体制整備を支援す

式

る。 係る経費）に対し

１

、1施設につき600

）

千円×定
員を上限とし

会

た補助金を交付する。

計

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

名

市介護保険事業計画・

担

刈谷市高齢者福祉計画

当

根拠法令 介護職員処遇

部

改善等臨時特例基金事

福

業費補助金交付要綱（

祉

県要綱）

対象者 グルー

健

プホームを開設する事

康

業者 事業期間 平成２１

部

年度 ～ 平成２３年度

実

一

施方法 ■直営　□委託

般

　□指定管理　■補助

会

・助成　□その他

計 担当課 長寿課

款 項

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

目

１年度実績 ２２年度実

課

績 ２３年度実績 ２４年

等

度計画

 補助施設数：

長

　 　1施設 補助施設

名

数：　　 1施設  
 

角

補助額：10,800

岡

,000円 補助額：1

　

0,800,000円

重

 
  
  
　　　――

幸

――――― 　　　――

3

―――――

　補助事業

1

を活用することで、グ

3

ループホーム開設準備

作

経費について事業者負

成

担を軽減し、事業所の

者

開設・運営が円滑に

成

岩

果 行われた。

(できた

間

こと)

 
課題

(できな

　

か 

 ったこと)

指標

誠

名称（単位）
実績値 目

二

標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 補助施設数 ― 1 1 ― ―
指標 （箇所）
活動 補助額 ― 10,800,000 10,800,000 ― ―
指標 （円）

　県の補助金を財源として、全国的に行われている。
他市と



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 3,249 0 合計 3,249,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 3,249 0 交付金 3,249,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 0 72 0

総事業費（①＋②） 0 0 3,321 0

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 介護基盤緊急整備等補助金（
県）

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

認知症高齢者グループホーム等防災改修等

整備費補助事業

平成２４

Ｐ
　

年

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

度

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

　

業
　
概
　
要

総合計画
分

刈

野 福祉安全

基本施策 高

谷

齢者福祉
施策体系

施策

市

の内容 介護サービスの

事

充実

目
　
　
　
的

　施設

務

の防災改修等を行うこ

事

とで、利用者の

主
た
る

業

内
容

　グループホーム

評

等の施設の防災改修等

価

を実
安全の確保を図り

シ

、サービスの継続的な

ー

提供 施した事業者に対

ト

し、1施設あたり65

（

0万円を
に支障をきた

様

さないようにする。 上

式

限に補助を行う。

位
置

１

づ
け

関連計画

根拠法令

）

介護基盤緊急整備等臨

会

時特例基金事業費補助

計

金交付要綱（県要綱）

名

対象者 施設の防災改修

担

を行う事業者 事業期間

当

平成２３年度 ～ 平成２

部

３年度

実施方法 ■直営

福

　□委託　□指定管理

祉

　■補助・助成　□そ

健

の他

康部

一般会計 担当

Ｂ
　
事
　
業
　

課

実
　
績

２１年度実績 ２

長

２年度実績 ２３年度実

寿

績 ２４年度計画

  補

課

助施設数： 　 2施

款

設  
  補助額：3,

項

249,000円  
 

目

  
   
　　　――

課

――――― 　　　――

等

――――― 　　　――

長

―――――

　補助事業

名

を活用することで、防

角

災改修を行う事業者の

岡

負担軽減を図ることが

　

でき、災害時の利用者

重

の安全の確保を促進

成

幸

果 することができた。

3

(できたこと)

課題

(

1

できなか 

 ったこと

3

)

指標名称（単位）
実

作

績値 目標値

２１年度 ２

成

２年度 ２３年度 ２４年

者

度 ２６年度

活動 補助施

岩

設数 ― ― 2 ―  ―
指標

間

（箇所）
活動 補助額 ―

　

― 3,249,000

誠

― ―
指標 （円）

　権の

二

補助金を財源として、全国的に行われている。
他市との
比較検証



の負担が軽減され、自宅で安全に生活できる住環境の整備を

成果   行うことができた。

(できたこと) ②補助事業を活用することで、居宅介護支援事業者等に給付管理されていない要支援・要介護認定者の理由書が円滑に作

  成することができた。

 
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 ①補助件数 128 128 132 155 ―
指標 （件）
活動 ②補助件数 54 39 47 60 ―
指標 （件）

  西三河6市全て実施しており、条件は様々であるが、補助額を10万円を基本としている市が多い。（条件
他市との により15万円・30万円としている市もある。）
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,336 9,584 10,257 11,920 合計 10,257,471 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 10,257,471 円

一般財源 9,336 9,584 10,257 11,920

職員人件費　② 0 725 718 749

総事業費（①＋②） 9,336 10,309 10,97

Ｄ

5 12,669

建
設
事

　

業

全体事業費 0 ２３年

　

度特定財源名称

２３年

　

度迄の累積事業費 0

２

Ｏ

５年度以降の事業費見

　

込 0

　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

４

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 福祉安全

基本

　

施策 高齢者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 介護サー

谷

ビスの充実

目
　
　
　
的

市

　心身機能が低下した

事

在宅の要支援・要介護

務

主
た
る
内
容

①要支援・

事

要介護認定者に対し、

業

改修に係る
認定者が、

評

住み慣れた自宅で安全

価

に生活でき 　費用が介

シ

護保険住宅改修費の給

ー

付上限額20
るように

ト

する。 　万円を超えた

（

場合に補助金を交付す

様

る。　
　（上限10万

式

円）
　
②給付管理され

１

ていない人の介護保険

）

住宅改
　修費支給申請

会

に係る住宅改修理由書

計

を作成
　した居宅介護

名

支援事業者等に対し、

担

1件あ　
　たり2,0

当

00円の補助金を交付

部

する。 

位
置
づ
け

関連

福

計画 刈谷市介護保険事

祉

業計画・刈谷市高齢者

健

福祉計画

根拠法令 ①刈

康

谷市住宅改善費補助金

部

交付要綱　②刈谷市介

一

護保険住宅改修支援業

般

務補助金交付要綱

対象

会

者 ※主たる内容に記載

計

事業期間 平成１２年度

住

～

実施方法 ■直営　□

宅

委託　□指定管理　■

改

補助・助成　□その他

善費補助事業
担当課

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

長

績

２１年度実績 ２２年

寿

度実績 ２３年度実績 ２

課

４年度計画

①補助件数

款

：　　128件 ①補助

項

件数：　　128件 ①

目

補助件数：　　 13

課

2件 ①補助件数：　　

等

 155件
　補助額：

長

9,228,096円

名

　補助額：9,506

角

,148円 　補助額：

岡

10,163,471

　

円 　補助額：11,8

重

00,000円
　 　 　

幸

　
②補助件数：　 5

3

4件 ②補助件数：　3

1

9件 ②補助件数：　4

3

7件 ②補助件数：　 

作

60件
　補助額：10

成

8,000円 　補助額

者

：78,000円 　補

河

助額：94,000円

隈

　補助額：120,0

　

00円

①補助事業を活

宙

用することで、要支援

三

・要介護認定者や家族



千

、より一層の周知啓発

恵

が必要
課題

である。
(

子

できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 日常生活用具給付数 61 68 41 47 50
指標 （台）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 554 604 317 1,164 合計 316,596 円
扶助費 316,596 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 554 604 317 1,164

職員人件費　② 0 725 1,795 1,498

総事業費（①＋②） 554 1,329 2,112 2,662

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者世帯への生活支援

市

目
　
　
　
的

　ひとり暮

事

らしの高齢者等が、安

務

全に安心し

主
た
る
内
容

事

　ひとり暮らし高齢者

業

等の日常生活を容易に

評

て生活できるよう、日

価

常生活用具を給付する

シ

するために、火災警報

ー

器・自動消火器・電磁

ト

ことにより、福祉の増

（

進を図る。 調理器の日

様

常生活用具を給付する

式

。
(火災警報器につい

１

ては設置義務付け） 　

）

対象者
 65歳以上の

会

高齢者のうち前年分所

計

得税が非課
税世帯で、

名

火災警報器・自動消火

担

器について
は、ひとり

当

暮らし高齢者及びねた

部

きり・認知
症高齢者、

福

電磁調理器については

祉

、ひとり暮
らしの高齢

健

者とする。

位
置
づ
け

関

康

連計画 刈谷市介護保険

部

事業計画・刈谷市高齢

一

者福祉計画

根拠法令 衣

般

浦東部広域連合火災予

会

防条例、刈谷市老人日

計

常生活用具給付等事業

日

実施要綱

対象者 ※主た

常

る内容に記載 事業期間

生

昭和６０年度 ～

実施方

活

法 ■直営　□委託　□

用

指定管理　■補助・助

具

成　□その他

給付等事業
担当課

Ｂ
　

長

事
　
業
　
実
　
績

２１年

寿

度実績 ２２年度実績 ２

課

３年度実績 ２４年度計

款

画

火災警報器：46台

項

火災警報器：47台 火

目

災警報器：31台 火災

課

警報器：24台
自動消

等

火器： 8台 自動消火

長

器： 8台 自動消火器

名

： 2台 自動消火器：

角

 9台
電磁調理器： 

岡

7台 電磁調理器：13

　

台 電磁調理器： 8台

重

電磁調理器：14台

　

幸

ひとり暮らし高齢者等

3

の日常生活を容易にす

1

るため、日常生活用具

3

を給付し、福祉の増進

作

を図ることができた。

成

成果

(できたこと)

　

者

高齢化の進行に伴い、

菅

ひとり暮らし高齢者の

田

増加が見込まれるため

　

、防災上の観点からも



　

置台数 419 419 4

章

40 461 503
指標

弘

（台）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 11,289 11,468 12,178 12,887 合計 12,177,858 円
委託料 12,177,858 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 11,289 11,468 12,178 12,887

職員人件費　② 0 1,087 2,512 1,873

総事業費（①＋②） 11,289 12,555 14,690 14,760

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者世帯への生活支援

市

目
　
　
　
的

　ひとり暮

事

らし高齢者のお宅に緊

務

急通報シス

主
た
る
内
容

事

　65歳以上のひとり

業

暮らし高齢者に対し、

評

急
テム機器を設置する

価

ことにより、急病、火

シ

災 病・火災等の緊急時

ー

に、ボタンひとつで連

ト

絡
等の緊急時に迅速に

（

対処し、日常生活の安

様

全 がとれる緊急通報シ

式

ステムを設置し、看護

１

師
確保と不安解消を図

）

り、福祉の向上を図る

会

。 等の知識を持つ専門

計

スタッフが24時間体

名

制で
適切な対処を行う

担

。
　設置費用及び機器

当

使用料は市が負担し、

部

通
信料金は利用者が負

福

担する。

位
置
づ
け

関連

祉

計画 刈谷市介護保険事

健

業計画・刈谷市高齢者

康

福祉計画

根拠法令 刈谷

部

市緊急通報システム設

一

置事業実施要綱

対象者

般

65歳以上のひとり暮

会

らし高齢者 事業期間 平

計

成５年度 ～

実施方法 ■

緊

直営　■委託　□指定

急

管理　□補助・助成　

通

□その他

報システム整備事

Ｂ
　
事
　

業

業
　
実
　
績

２１年度実

担

績 ２２年度実績 ２３年

当

度実績 ２４年度計画

設

課

置台数：419台 設置

長

台数：419台 設置台

寿

数：440台 設置台数

課

：461台

　ひとり暮

款

らし高齢者のお宅に緊

項

急通報システム機器を

目

設置することにより、

課

急病、火災等の緊急時

等

に迅速に対処し、日

成

長

果 常生活の安全確保と

名

不安解消を図り、もっ

角

て福祉の向上を図るこ

岡

とができた。

(できた

　

こと)

　高齢化の進行

重

に伴い、ひとり暮らし

幸

高齢者の増加が見込ま

3

れるため、より一層の

1

周知啓発が必要である

3

。
課題

(できなか 

 

作

ったこと)

指標名称（

成

単位）
実績値 目標値

２

者

１年度 ２２年度 ２３年

櫻

度 ２４年度 ２６年度

活

井

動 緊急通報システム設



　

声の訪問利用者数 34

章

37 36 41 43
指標

弘

（人）
活動 電話機設置者数 35 32 32 35 38
指標 （人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 927 907 913 1,113 合計 913,119 円
委託料 228,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 扶助費 685,119 円

一般財源 927 907 913 1,113

職員人件費　② 0 1,450 2,871 1,498

総事業費（①＋②） 927 2,357 3,784 2,611

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者世帯への生活支援

市

目
　
　
　
的

　ひとり暮

事

らし高齢者で継続して

務

安否確認の

主
た
る
内
容

事

　65歳以上のひとり

業

暮らし高齢者に対し、

評

お
必要な者に対し、定

価

期的な声の訪問を行う

シ

こ 宅に民生委員が定期

ー

的な電話による声の訪

ト

問
とにより孤立を防ぎ

（

、福祉の向上を図る。

様

を行い、安否確認、相

式

談及び助言をする。
　

１

また、前年分所得税が

）

非課税で、電話機の
な

会

い65歳以上のひとり

計

暮らし高齢者のお宅に

名

電話機を設置する。
　

担

設置費用及び基本料金

当

は市が負担し、通話
料

部

金は利用者が負担する

福

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

祉

谷市介護保険事業計画

健

・刈谷市高齢者福祉計

康

画

根拠法令 刈谷市福祉

部

電話設置要綱

対象者 ※

一

主たる内容に記載 事業

般

期間 昭和４９年度 ～

実

会

施方法 ■直営　■委託

計

　□指定管理　■補助

老

・助成　□その他

人福祉電話設置運営

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

事

１年度実績 ２２年度実

業

績 ２３年度実績 ２４年

担

度計画

声の訪問利用者

当

数：34人 声の訪問利

課

用者数：37人 声の訪

長

問利用者数：36人 声

寿

の訪問利用者数：41

課

人
設置者数：　　　　

款

35人 設置者数：　　

項

　　32人 設置者数：

目

　　　　32人 設置者

課

数：　　　　35人

　

等

ひとり暮らし高齢者で

長

継続して安否確認の必

名

要な者に対して、電話

角

訪問等を行うことによ

岡

り孤立を防ぐことがで

　

きた。

成果

(できたこ

重

と)

　高齢化の進行に

幸

伴い、ひとり暮らし高

3

齢者の増加が見込まれ

1

るため、より一層の周

3

知啓発が必要である。

作

課題

(できなか 

 っ

成

たこと)

指標名称（単

者

位）
実績値 目標値

２１

櫻

年度 ２２年度 ２３年度

井

２４年度 ２６年度

活動



井

とができた。

(できた

　

こと)

課題

(できなか

章

 

 ったこと)

指標名

弘

称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 シルバーハウジング部屋数 53 53 53 53 53
指標 （戸）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,881 9,280 9,876 10,856 合計 9,876,335 円
委託料 9,876,335 円

財
　
源

特定財源 68 62 43 36

一般財源 8,813 9,218 9,833 10,820

職員人件費　② 0 362 2,154 1,124

総事業費（①＋②） 8,881 9,642 12,030 11,980

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 シルバーハウジング生活援助
員派遣手数料

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

４

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 福祉

　

安全

基本施策 高齢者福

刈

祉
施策体系

施策の内容

谷

高齢者世帯への生活支

市

援

目
　
　
　
的

　シルバ

事

ーハウジングに居住す

務

る高齢者に対

主
た
る
内

事

容

　老人デイサービス

業

センターひまわりに生

評

活
し、生活援助員を派

価

遣して生活指導・相談

シ

、 援助員を配置し、シ

ー

ルバーハウジングに居

ト

住
安否の確認、一時的

（

な家事援助、緊急時の

様

対 する高齢者に対し、

式

定期的な訪問及び電話

１

に
応等のサービスを提

）

供することによって、

会

高 よる安否確認を行う

計

とともに、緊急通報シ

名

ス
齢者が自立して安全

担

かつ快適な生活を営む

当

こ テムにより連絡を受

部

けた場合、すぐに駆け

福

付
とができるよう在宅

祉

生活を支援する。 けて

健

適切な対処をする。な

康

お、夜間及び休日
は緊

部

急通報受報業者により

一

対応する。
　
生活援助

般

員派遣手数料　月額1

会

,000円
※生活保護

計

法による被保護者世帯

シ

及び生活中
心者前年所

ル

得税非課税世帯は除く

バ

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

ー

谷市介護保険事業計画

ハ

・刈谷市高齢者福祉計

ウ

画

根拠法令 刈谷市シル

ジ

バーハウジング生活援

ン

助員派遣事業実施要綱

グ

対象者 シルバーハウジ

支

ングの入居者 事業期間

援

平成１０年度 ～

実施方

事

法 □直営　■委託　□

業

指定管理　□補助・助

担

成　□その他

当課 長寿課

款 項 目

Ｂ
　

課

事
　
業
　
実
　
績

２１年

等

度実績 ２２年度実績 ２

長

３年度実績 ２４年度計

名

画

部屋数：53戸 部屋

角

数：53戸 部屋数：5

岡

3戸 部屋数：53戸

　

　

シルバーハウジングに

重

居住する高齢者に対し

幸

て生活援助員を派遣し

3

、生活指導・相談、安

1

否確認、一時的な家事

3

援助、

成果 緊急時の対

作

応等のサービスを提供

成

することによって、高

者

齢者が自立して安全か

櫻

つ快適な生活を営むこ



　

28
指標 （世帯）
成果

千

  
指標

 
他市との
比

恵

較検証

子

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 107 76 88 558 合計 87,696 円
委託料 87,696 円

財
　
源

特定財源 27 20 22 142

一般財源 80 56 66 416

職員人件費　② 0 725 1,436 1,498

総事業費（①＋②） 107 801 1,524 2,056

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 緊急市町村地震防災対策事業
費補助金（県）

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

４

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 福祉

　

安全

基本施策 高齢者福

刈

祉
施策体系

施策の内容

谷

高齢者世帯への生活支

市

援

目
　
　
　
的

　家具転

事

倒防止器具の取付けが

務

身体的な理由

主
た
る
内

事

容

　65歳以上の高齢

業

者のみの世帯に対し、

評

タン
等により困難な世

価

帯に対し、器具の取付

シ

けを ス・本棚等に取り

ー

付ける家具転倒防止器

ト

具の
代行することによ

（

り、災害時における家

様

具転 取付費用を1世帯

式

につき4点まで補助し

１

、災害
倒事故の防止を

）

図り、安心して生活で

会

きる環 発生時において

計

、素早い避難行動の困

名

難な高
境を維持する。

担

齢者の身の安全の確保

当

と被害の軽減を図る。

部

　なお、転倒防止に必

福

要な資材等については

祉

実費とする。（1組平

健

均800円）

位
置
づ
け

康

関連計画 刈谷市介護保

部

険事業計画・刈谷市高

一

齢者福祉計画

根拠法令

般

刈谷市家具転倒防止器

会

具取付事業実施要綱

対

計

象者 65歳以上の高齢

家

者のみの世帯 事業期間

具

平成１８年度 ～

実施方

転

法 ■直営　■委託　□

倒

指定管理　□補助・助

防

成　□その他

止器具取付事業
担

Ｂ
　

当

事
　
業
　
実
　
績

２１年

課

度実績 ２２年度実績 ２

長

３年度実績 ２４年度計

寿

画

取付け世帯数：21

課

世帯 取付け世帯数：1

款

5世帯 取付け世帯数：

項

17世帯 取付け世帯数

目

：26世帯

　災害時に

課

おける家具転倒事故の

等

防止を図り、安心して

長

生活できる環境を整え

名

ることができた。

成果

角

(できたこと)

　高齢

岡

化の進行に伴い、対象

　

者の増加が見込まれる

重

ため、防災上の観点か

幸

らも、より一層の周知

3

啓発が必要である。
課

1

題

(できなか 

 った

3

こと)

指標名称（単位

作

）
実績値 目標値

２１年

成

度 ２２年度 ２３年度 ２

者

４年度 ２６年度

活動 家

菅

具転倒防止器具取付世

田

帯数 21 15 17 26



成者

Ｃ

澤

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

井

単位：千円
２１年度 ２

　

２年度 ２３年度 ２４年

彩

度 ２３年度

（決算） （

夏

決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,758 3,606 4,656 5,699 合計 4,656,478 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 4,656,478 円

一般財源 2,758 3,606 4,656 5,699

職員人件費　② 0 362 359 375

総事業費（①＋②） 2,758 3,968 5,015 6,074

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

　

野 福祉安全

基本施策 高

刈

齢者福祉
施策体系

施策

谷

の内容 介護サービスの

市

充実

目
　
　
　
的

　介護

事

軽度者の自立支援及び

務

介護者の負担軽

主
た
る

事

内
容

　軽度の認定（要

業

支援1・要支援2・要

評

介護1）
減に寄与し、

価

福祉の向上を図る。 を

シ

受けた寝具からの立ち

ー

上がりが困難な人に
対

ト

し、介護支援ベッドの

（

貸与にかかる費用の9

様

割を補助する。（月額

式

2,835円を上限）

１

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

）

市介護保険事業計画・

会

刈谷市高齢者福祉計画

計

根拠法令 刈谷市介護支

名

援ベッド貸与利用料補

担

助金交付要綱

対象者 ※

当

主たる内容に記載 事業

部

期間 平成１９年度 ～

実

福

施方法 ■直営　□委託

祉

　□指定管理　■補助

健

・助成　□その他

康部

一般会計
介護支

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

援

１年度実績 ２２年度実

ベ

績 ２３年度実績 ２４年

ッ

度計画

補助実人数：　

ド

122人 補助実人数：

貸

　160人 補助実人数

与

：　187人 補助実人

利

数：　220人
補助額

用

：2,758,447

料

円 補助額：3,606

補

,113円 補助額：4

助

,656,478円 補

事

助額：5,699,0

業

00円

補助事業を活用

担

することで、軽度者の

当

自立支援及び介護者の

課

負担軽減を図ることが

長

できた。

成果

(できた

寿

こと)

 
課題

(できな

課

か 

 ったこと)

指標

款

名称（単位）
実績値 目

項

標値

２１年度 ２２年度

目

２３年度 ２４年度 ２６

課

年度

活動 補助実人数 1

等

22 160 187 22

長

0 ―
指標 （人）
成果
指

名

標
安城市が同様の事業

角

を実施しており、補助

岡

上限額も同額である。

　

他市との
比較検証

重幸

3 1 3 作



成

南市、安城市及び高浜

者

市も実施している。
比

河

較検証

隈　宙三

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 690 591 270 900 合計 270,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 270,000 円

一般財源 690 591 270 900

職員人件費　② 0 72 72 75

総事業費（①＋②） 690 663 342 975

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

　

野 福祉安全

基本施策 高

刈

齢者福祉
施策体系

施策

谷

の内容 介護サービスの

市

充実

目
　
　
　
的

　低所

事

得の高齢者の転倒防止

務

と負担軽減を図

主
た
る

事

内
容

　要支援・要介護

業

認定を受けていない6

評

5歳以
り、高齢者が安

価

心して生活できる住環

シ

境を整 上の高齢者のみ

ー

の所得税非課税世帯に

ト

属する
備する。 高齢者

（

に対し、手すりの取付

様

けや段差解消等
のバリ

式

アフリー化工事を行っ

１

た場合、対象工
事費用

）

の9割を補助する。（

会

補助対象限度額10
万

計

円、1人1回限り）

位

名

置
づ
け

関連計画 刈谷市

担

介護保険事業計画・刈

当

谷市高齢者福祉計画

根

部

拠法令 刈谷市高齢者住

福

宅バリアフリー化工事

祉

費補助金交付要綱

対象

健

者 ※主たる内容に記載

康

事業期間 平成２０年度

部

～

実施方法 ■直営　□

一

委託　□指定管理　■

般

補助・助成　□その他

会計
高齢者住宅バリ

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

ア

績

２１年度実績 ２２年

フ

度実績 ２３年度実績 ２

リ

４年度計画

補助実人数

ー

：  8人 補助実人数

化

：  7人 補助実人数

支

：  3人 補助実人数

援

： 10人
補助額：6

事

89,746円 補助額

業

：590,712円 補

担

助額：270,000

当

円 補助額：900,0

課

00円

　補助事業を活

長

用することで、低所得

寿

高齢者が安心して生活

課

できる住環境の整備を

款

行い、要介護状態とな

項

らないよう支援

成果 す

目

ることができた。

(で

課

きたこと)

 
課題

(で

等

きなか 

 ったこと)

長

指標名称（単位）
実績

名

値 目標値

２１年度 ２２

角

年度 ２３年度 ２４年度

岡

２６年度

活動 補助人数

　

8 7 3 10 ―
指標 （人

重

）
成果
指標

　西三河6

幸

市のうちで、要支援・

3

要介護認定されていな

1

い高齢者に対する改修

3

費の補助は、条件は様

作

々であ
他市との るが碧



の健康・長寿に対する啓発を

成果 行うことができた。

(できたこと)

　高齢者数の増加に伴い、毎年支給総額が増加しているため、支給対象者の見直しが必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 記念品対象者（満75歳以上） 9,614 10,006 10,580 ― ―
指標 （人）
活動 敬老金対象者 1,360 1,486 1,589 ― ―
指標 （10,000円／人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 25,078 26,764 28,084 31,396 合計 28,084,374 円
報償費 21,760,683 円

財
　
源

特定財源 2 1 1 2 需用費 100,333 円
負担金、補助及び

一般財源 25,076 26,763 28,083 31,394 交付金 6,223,358 円

職員人件費　② 0 2,175 2,512 1,873

総事業費（①＋②） 25,078 28,939 30,596 33,269

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄

Ｄ

の累積事業費 0 市町村

　

権限委譲交付金（県）

　

２５年度以降の事業費

　

見込 0

Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

４

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 高齢者福祉
施策体系

刈

施策の内容 高齢者の社

谷

会参加・生きがいづく

市

り

目
　
　
　
的

　多年に

事

渡り社会の発展に尽く

務

してきた高齢

主
た
る
内

事

容

　各地区等で行われ

業

る敬老会事業に対し、

評

補
者を敬愛し、長寿を

価

祝うとともに、各地区

シ

等 助金を交付する。　

ー

への健康・長寿に対す

ト

る啓発を行う。 　満7

（

5歳以上、満87歳、

様

満99歳、満100歳

式

以上
の高齢者にそれぞ

１

れ記念品を贈呈する。

）

　満80歳、満85歳

会

、満90歳、満95歳

計

、満99歳
以上の高齢

名

者に敬老金（10,0

担

00円）を贈呈す
る。

当

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

部

市介護保険事業計画・

福

刈谷市高齢者福祉計画

祉

根拠法令 刈谷市補助金

健

交付規則、刈谷市敬老

康

祝金品支給要綱、刈谷

部

市敬老会事業補助金交

一

付要綱

対象者 市内在住

般

の満75歳以上の人 事

会

業期間 ～

実施方法 ■直

計

営　□委託　□指定管

敬

理　■補助・助成　□

老

その他

金等支給事業
担当

Ｂ
　
事
　
業

課

　
実
　
績

２１年度実績

長

２２年度実績 ２３年度

寿

実績 ２４年度計画

記念

課

品対象者(満75歳以

款

上) 記念品対象者(満

項

75歳以上) 記念品対

目

象者(満75歳以上)

課

住民基本台帳上の人数

等

による
       

長

   　  9,61

名

4人 　　　　　　 1

角

0,006人     

岡

 　      10

　

,580人 ため、計画

重

・目標値は未設定
敬老

幸

金対象者(10,00

3

0円／人) 敬老金対象

1

者(10,000円／

3

人) 敬老金対象者(1

作

0,000円／人) 。

成

　　　　　　　1,3

者

60人 　　　　　　　

清

1,486人 　　　　

水

　　　1,589人

　

　

多年に渡り社会の発展

景

に尽くしてきた高齢者

子

を敬愛し、長寿を祝うとともに、各地区等へ



成

動 在宅ねたきり老人等

者

見舞金受給者数 404

石

497 580 572 6

田

16
指標 （人）
成果  

　

 
指標

 
他市との
比較

栄

検証

美子

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 19,895 24,020 28,543 34,978 合計 28,542,760 円
需用費 32,760 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 扶助費 28,510,000 円

一般財源 19,895 24,020 28,543 34,978

職員人件費　② 0 1,812 1,436 2,248

総事業費（①＋②） 19,895 25,832 29,979 37,226

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

　

分野 福祉安全

基本施策

刈

高齢者福祉
施策体系

施

谷

策の内容 高齢者世帯へ

市

の生活支援

目
　
　
　
的

事

　在宅のねたきり又は

務

認知症の高齢者に見舞

事

主
た
る
内
容

　65歳以

業

上でねたきり又は認知

評

症で在宅の人
金を支給

価

することにより、その

シ

属する世帯の に対し、

ー

月額5,000円の見

ト

舞金を支給する。
身体

（

的、精神的及び経済的

様

負担を軽減し、福 　見

式

舞金は、年2回（9月

１

・3月）に分けて、民

）

祉の増進を図る。 生委

会

員を通じて支給する。

計

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

名

市介護保険事業計画・

担

刈谷市高齢者福祉計画

当

根拠法令 刈谷市在宅ね

部

たきり・認知症老人見

福

舞金支給要綱

対象者 ※

祉

主たる内容に記載 事業

健

期間 昭和４９年度 ～

実

康

施方法 ■直営　□委託

部

　□指定管理　■補助

一

・助成　□その他

般会計
在宅ねたきり

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

老

１年度実績 ２２年度実

人

績 ２３年度実績 ２４年

等

度計画

受給者数：40

見

4人 受給者数：497

舞

人 受給者数：580人

金

受給者数：572人

　

給

老人福祉の理念に基づ

付

き、ねたきり老人等の

事

属する世帯の身体的、

業

精神的及び経済的負担

担

を軽減し、福祉の増進

当

を図る

成果 ことができ

課

た。

(できたこと)

　

長

高齢化の進行に伴い、

寿

対象者の増加が見込ま

課

れるため、より一層の

款

周知に努め、給付に繋

項

がるようにする必要が

目

ある。
課題

一方、毎年

課

支給総額が増加してい

等

るため、支給について

長

は適正化を図る必要が

名

ある。また、見舞金を

角

配付する民生・児童
(

岡

できなか 
委員との連

　

携について、円滑に情

重

報共有が図れるよう改

幸

善する必要がある。
 

3

ったこと)

指標名称（

1

単位）
実績値 目標値

２

3

１年度 ２２年度 ２３年

作

度 ２４年度 ２６年度

活



成者 石田　栄美子

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 10,228 11,858 14,346 17,414 合計 14,346,299 円
報償費 36,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 233,919 円
扶助費 14,076,380 円

一般財源 10,228 11,858 14,346 17,414

職員人件費　② 0 1,087 1,436 2,248

総事業費（①＋②） 10,228 12,945 15,782 19,662

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

　

分野 福祉安全

基本施策

刈

高齢者福祉
施策体系

施

谷

策の内容 高齢者世帯へ

市

の生活支援

目
　
　
　
的

事

　在宅のねたきり又は

務

認知症の高齢者におむ

事

主
た
る
内
容

　在宅ねた

業

きり・認知症老人見舞

評

金受給者に
つ利用券を

価

支給することにより、

シ

介護者の負 対し、一月

ー

あたり3,000円相

ト

当のおむつ利用券
担を

（

軽減させ、福祉の向上

様

を図る。 を交付する。

式

　ただし、要介護認定

１

4又は5で、市民税非

）

課
税世帯の人は、一月

会

あたり6,000円相

計

当のおむ
つ利用券を交

名

付する。

位
置
づ
け

関連

担

計画 刈谷市介護保険事

当

業計画・刈谷市高齢者

部

福祉計画

根拠法令 刈谷

福

市在宅ねたきり・認知

祉

症老人おむつ支給事業

健

運営要綱

対象者 在宅ね

康

たきり・認知症老人見

部

舞金受給者 事業期間 平

一

成８年度 ～

実施方法 ■

般

直営　□委託　□指定

会

管理　■補助・助成　

計

□その他

在宅ねたきり老人

Ｂ
　
事
　

等

業
　
実
　
績

２１年度実

お

績 ２２年度実績 ２３年

む

度実績 ２４年度計画

受

つ

給者数：399人 受給

給

者数：408人 受給者

付

数：482人 受給者数

事

：445人

　おむつ利

業

用券を支給することに

担

より、介護者の負担を

当

軽減させ、福祉の向上

課

を図ることができた。

長

成果

(できたこと)

　

寿

高齢化の進行に伴い、

課

在宅ねたきり老人等見

款

舞金給付事業と同様、

項

対象者の増加が見込ま

目

れるため、より一層の

課

周知に
課題

努め、給付

等

に繋がるようにする必

長

要がある。
(できなか

名

 

 ったこと)

指標名

角

称（単位）
実績値 目標

岡

値

２１年度 ２２年度 ２

　

３年度 ２４年度 ２６年

重

度

活動 在宅ねたきり老

幸

人等おむつ受給者数 3

3

99 408 482 44

1

5 481
指標 （人）
成

3

果   
指標

 
他市との

作

比較検証



作

市との
比較検証

成者 岡田　崇弘

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,118 1,298 1,252 1,463 合計 1,252,000 円
扶助費 1,252,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 1,118 1,298 1,252 1,463

職員人件費　② 0 725 1,436 749

総事業費（①＋②） 1,118 2,023 2,688 2,212

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

　

分野 福祉安全

基本施策

刈

高齢者福祉
施策体系

施

谷

策の内容 高齢者世帯へ

市

の生活支援

目
　
　
　
的

事

　養護老人ホームに入

務

所している高齢者に生

事

主
た
る
内
容

　刈谷市が

業

措置し、前月収入額が

評

7,500円未満
活補

価

給金を支給することに

シ

より、老人福祉の の入

ー

所者に対し、1人につ

ト

き、生活補給金とし
理

（

念に基づき、高齢者の

様

福祉の増進を図る。 て

式

最大月額7,500円

１

を支給する。
　養護老

）

人ホーム入所者の国民

会

健康保険税等
の支払い

計

・病院の受診費用・日

名

用生活品の購
入などに

担

充てる。

位
置
づ
け

関連

当

計画 刈谷市介護保険事

部

業計画・刈谷市高齢者

福

福祉計画

根拠法令 老人

祉

福祉法、刈谷市老人ホ

健

ーム入所者生活補給金

康

支給事業実施要綱

対象

部

者 ※主たる内容に記載

一

事業期間 平成１８年度

般

～

実施方法 ■直営　□

会

委託　□指定管理　■

計

補助・助成　□その他

老人ホーム入所者生

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

活

績

２１年度実績 ２２年

補

度実績 ２３年度実績 ２

給

４年度計画

受給者：　

金

　　 15人 受給者：

支

　　　 14人 受給者

給

：　　　 14人 事業

事

の性質上、計画・目標

業

値
支給額：1,117

担

,500円 支給額：1

当

,297,500円 支

課

給額：1,252,0

長

00円 は未設定。

　生

寿

活補給金を支給し、対

課

象者の国民健康保険税

款

等の支払い・病院の受

項

診費用・日用生活品の

目

購入に充てることによ

課

り、

成果 対象者が安定

等

した生活を送ることが

長

できた。

(できたこと

名

)

 
課題

(できなか 

角

 ったこと)

指標名称

岡

（単位）
実績値 目標値

　

２１年度 ２２年度 ２３

重

年度 ２４年度 ２６年度

幸

活動 老人ホーム入所者

3

生活補給金受給者数 1

1

5 14 14 ― ―
指標 （

3

人）
成果   
指標

 
他



栄

予算） 事業費内訳

事業

美

費　① 360 300 2

子

40 600 合計 240,000 円
扶助費 240,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 360 300 240 600

職員人件費　② 0 1,087 359 1,124

総事業費（①＋②） 360 1,387 599 1,724

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者世帯への生活支援

市

目
　
　
　
的

　年金の受

事

給資格の取れなかった

務

外国人無年

主
た
る
内
容

事

　大正15年4月1日

業

以前に出生した外国人

評

で、
金者で、一定の要

価

件を満たす者に対し、

シ

特別 老齢福祉年金の所

ー

得基準を満たす者に対

ト

し、
給付金を支給し、

（

福祉の向上を図る。 毎

様

月1万円を支給する。

式

位
置
づ
け

関連計画  

根

１

拠法令 刈谷市在日外国

）

人特別給付金支給要綱

会

対象者 ※主たる内容に

計

記載 事業期間 平成６年

名

度 ～

実施方法 ■直営　

担

□委託　□指定管理　

当

■補助・助成　□その

部

他

福祉健康部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実

計

　
績

２１年度実績 ２２

在

年度実績 ２３年度実績

日

２４年度計画

受給者 受

外

給者 受給者 受給者
前期

国

：4人 前期：3人 前期

人

：2人 前期：3人
後期

特

：3人 後期：2人 後期

別

：2人 後期：2人

　大

給

正15年4月1日以前

付

に出生した外国人は、

事

老齢福祉年金の所得基

業

準を満たした者でも支

担

給がされない為、毎月

当

1万円を

成果 特別給付

課

金として支給し、福祉

長

の向上を図ることがで

寿

きた。

(できたこと)

課

課題

(できなか 

 っ

款

たこと)

指標名称（単

項

位）
実績値 目標値

２１

目

年度 ２２年度 ２３年度

課

２４年度 ２６年度

活動

等

在日外国人特別給付金

長

受給延人数 7 5 4 5 ―

名

指標 （人）
成果   
指

角

標
 

他市との
比較検証

岡　重幸

3 1 3 作成

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

者

　
ト

単位：千円
２１年

石

度 ２２年度 ２３年度 ２

田

４年度 ２３年度

（決算

　

） （決算） （決算） （



ホームに入所させることで、高齢者が心身ともに健全な生活を送ること

成果 ができた。

(できたこと)

課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 養護老人ホーム措置者数 35 29 25 ― ―
指標 （人）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 71,112 68,008 59,957 71,072 合計 59,956,701 円
報償費 20,000 円

財
　
源

特定財源 71,062 67,988 58,743 71,032 扶助費 59,936,701 円

一般財源 50 20 1,214 40

職員人件費　② 0 3,624 5,025 4,870

総事業費（①＋②） 71,112 71,632 64,982 75,942

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 老人ホーム入所者措置収入

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

４

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 福祉安全

基本

　

施策 高齢者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 高齢者世

谷

帯への生活支援

目
　
　

市

　
的

　原則として65

事

歳以上の者で、身体上

務

又は精

主
た
る
内
容

　養

事

護老人ホーム及び特別

業

養護老人ホーム等
神上

評

の障害があるために日

価

常生活を営むのに （や

シ

むを得ない措置）被措

ー

置者の入所施設等
支障

ト

がある者が、心身の状

（

況、その置かれて に対

様

し、支弁費を支給する

式

。
いる環境等に応じて

１

、自立した日常生活を

）

営 ※やむを得ない措置

会

とは、事業者と契約を

計

し
むために最も適切な

名

支援が総合的に受けら

担

れ て介護サービスを利

当

用することや、その前

部

提
るように、養護老人

福

ホーム等への入所措置

祉

、 となる市町村に対す

健

る要介護認定の申請を

康

期
介護保険サービスの

部

便宜を供与する措置等

一

の 待しがたい場合、又

般

は高齢者虐待等により

会

保
積極的な実施に努め

計

、もって当該高齢者の

老

福 護及び支援が必要と

人

認められる場合をいう

ホ

。
祉の増進を図る。

位

ー

置
づ
け

関連計画 刈谷市

ム

介護保険事業計画・刈

措

谷市高齢者福祉計画

根

置

拠法令 老人福祉法、刈

事

谷市老人福祉法施行細

業

則、老人福祉法第28

担

条の規定による費用徴

当

収規則

対象者 ※主たる

課

内容に記載 事業期間 ～

長

実施方法 ■直営　□委

寿

託　□指定管理　□補

課

助・助成　□その他

款 項 目 課等長名 角岡

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

　

２１年度実績 ２２年度

重

実績 ２３年度実績 ２４

幸

年度計画

養護老人ホー

3

ム措置者数： 養護老人

1

ホーム措置者数： 養護

3

老人ホーム措置者数：

作

老人福祉法上の措置で

成

あるた
35人（3月末

者

現在）　 29人（3月

岡

末現在）　 25人（3

田

月末現在） め、計画・

　

目標値は未設定。

　居

崇

宅での生活が困難であ

弘

った高齢者を養護老人



弘

３年度 ２４年度 ２６年度

活動 ショートステイ利用者数 6 1 3 ― ―
指標 （人）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 389 11 72 0 合計 72,390 円
委託料 72,390 円

財
　
源

特定財源 176 5 72 0

一般財源 213 6 0 0

職員人件費　② 0 725 1,795 2,622

総事業費（①＋②） 389 736 1,867 2,622

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 在宅福祉事業一部負担金

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

４

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 福祉安全

基

　

本施策 高齢者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 高齢者

谷

世帯への生活支援

目
　

市

　
　
的

　高齢者の介護

事

者に代わって一時的に

務

保護す

主
た
る
内
容

　6

事

5歳以上の要介護認定

業

非該当の高齢者を、
る

評

必要がある場合に、当

価

該高齢者を養護老人 家

シ

族の疾病・事故などに

ー

より一時的に保護す
ホ

ト

ームに保護し、これら

（

高齢者及びその家庭 る

様

必要がある場合等に、

式

原則として7日以内、

１

の福祉の向上を図る。

）

介護者に代わって養護

会

老人ホームで保護する

計

。
　
利用者負担：1日

名

につき1,730円

位

担

置
づ
け

関連計画 刈谷市

当

介護保険事業計画・刈

部

谷市高齢者福祉計画

根

福

拠法令 刈谷市在宅老人

祉

短期保護事業実施要綱

健

対象者 ※主たる内容に

康

記載 事業期間 昭和６０

部

年度 ～

実施方法 ■直営

一

　■委託　□指定管理

般

　□補助・助成　□そ

会

の他

計
在宅老人短期保

Ｂ
　
事
　
業
　

護

実
　
績

２１年度実績 ２

事

２年度実績 ２３年度実

業

績 ２４年度計画

利用者

担

数：　　   6人 利

当

用者数:　　　  1

課

人 利用者数:　　　 

長

 3人 平成24年度か

寿

ら、養護老人ホ
利用延

課

べ日数:  102日

款

利用延べ日数：　 3

項

日 利用延べ日数：　1

目

9日 ーム管理運営事業

課

に事業統合
事業委託料

等

:388,620円 事

長

業委託料：11,43

名

0円 事業委託料：72

角

,390円 。

　在宅で

岡

介護を行う場合、潜在

　

的に冠婚葬祭や緊急時

重

等の、一時的に世話が

幸

できない事態が発生す

3

る可能性があるが、当

1

成果 該サービスを常時

3

提供することにより、

作

介護家族の生活の安定

成

・安心に寄与すること

者

ができた。

(できたこ

岡

と)

 
課題

(できなか

田

 

 ったこと)

指標名

　

称（単位）
実績値 目標

崇

値

２１年度 ２２年度 ２



二

険法に規定されている介護給付費等の市負担分を一般会計から介護保険会計に繰り出すことで、介護保険会計の

成果 健全な運営を行うことができた。

(できたこと)

 
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 繰出額 747,763 795,069 874,855 904,315 －
指標 （千円）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 747,763 795,069 874,855 904,315 合計 874,855,000 円
繰出金 874,855,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 747,763 795,069 874,855 904,315

職員人件費　② 0 72 72 75

総事業費（①＋②） 747,763 795,141 874,927 904,390

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

４

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 福祉安全

基

　

本施策 高齢者福祉
施策

刈

体系
施策の内容 介護サ

谷

ービスの充実

目
　
　
　

市

的

　介護保険事業の円

事

滑な運営を図る。

主
た

務

る
内
容

　介護保険事業

事

に係る介護給付費、地

業

域支援
事業費、総務費

評

の市負担分を介護保険

価

会計に
繰り出す。

位
置

シ

づ
け

関連計画 刈谷市介

ー

護保険事業計画・刈谷

ト

市高齢者福祉計画

根拠

（

法令 介護保険法

対象者

様

対象者を限定せず 事業

式

期間 平成１２年度 ～

実

１

施方法 □直営　□委託

）

　□指定管理　□補助

会

・助成　■その他

計名 担当部 福祉健康

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

部

１年度実績 ２２年度実

一

績 ２３年度実績 ２４年

般

度計画

介護給付費分：

会

介護給付費分： 介護給

計

付費分： 介護給付費分

介

：
　　　　　　 57

護

0,437,628円

保

　　　　　　 599

険

,480,912円 　

会

　　　　　 652,

計

132,000円 　　

繰

　　　　 693,1

出

61,000円
地域支

事

援事業費分： 地域支援

業

事業費分： 地域支援事

担

業費分： 地域支援事業

当

費分：
　　　　　　　

課

25,621,810

長

円 　　　　　　　37

寿

,063,863円 　

課

　　　　　　23,0

款

34,000円 　　　

項

　　　　25,592

目

,000円
総務費分：

課

総務費分： 総務費分：

等

総務費分：
　　　　　

長

　 151,703,

名

640円 　　　　　　

角

 158,523,9

岡

88円 　　　　　　 

　

199,689,00

重

0円 　　　　　　 1

幸

85,562,000

3

円
　計　　　　 　計

1

　計 　計
      

3

       747

作

,763,078円 　

成

　　　　　 795,

者

068,763円 　　

岩

　　　　 874,8

間

55,000円 　　　

　

　　　 904,31

誠

5,000円

　介護保



井

（決算） （予算） 事業

　

費内訳

事業費　① 0 0

彩

0 24 合計 0 円

財
　

夏

源

特定財源 0 0 0 18

一般財源 0 0 0 6

職員人件費　② 0 72 72 75

総事業費（①＋②） 0 72 72 99

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

４

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 福祉

　

安全

基本施策 高齢者福

刈

祉
施策体系

施策の内容

谷

介護サービスの充実

目

市

　
　
　
的

　障害者自立

事

支援法による訪問介護

務

を無料で

主
た
る
内
容

　

事

障害者自立支援法によ

業

る訪問介護を無料で
利

評

用していた低所得者に

価

対し、介護保険法に 利

シ

用していた低所得者に

ー

対し、介護保険法に
よ

ト

る訪問介護を利用する

（

ことにより新たに発 よ

様

る訪問介護の利用に係

式

る10％の利用者負担

１

生する利用者負担を軽

）

減する。 を0％となる

会

よう助成する。

位
置
づ

計

け

関連計画 刈谷市介護

名

保険事業計画・刈谷市

担

高齢者福祉計画

根拠法

当

令 刈谷市介護保険訪問

部

介護利用者負担金助成

福

要綱

対象者 ※主たる内

祉

容に記載 事業期間 平成

健

１２年度 ～

実施方法 ■

康

直営　□委託　□指定

部

管理　■補助・助成　

一

□その他

般会計
訪問介護利

Ｂ
　
事
　

用

業
　
実
　
績

２１年度実

者

績 ２２年度実績 ２３年

負

度実績 ２４年度計画

 

担

  助成額：22,0

助

00円
   
   
 

成

  
　　　―――――

事

―― 　　　―――――

業

―― 　　　―――――

担

――

現時点で該当者は

当

なし。

成果

(できたこ

課

と)

課題

(できなか 

長

 ったこと)

指標名称

寿

（単位）
実績値 目標値

課

２１年度 ２２年度 ２３

款

年度 ２４年度 ２６年度

項

活動 助成額 0 0 0 22

目

,000 ―
指標 （円）

課

成果  
指標

国・県の補

等

助のもと、全国的に実

長

施されている。
他市と

名

の
比較検証

角岡　重幸

3 1 3

Ｃ
　
事
　

作

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

成

千円
２１年度 ２２年度

者

２３年度 ２４年度 ２３

澤

年度

（決算） （決算）



者

補助額 2,009,0

澤

00 1,709,00

井

0 1,623,000

　

2,081,000 －

彩

指標 （円）
成果   
指

夏

標
　県下で概ね実施されている。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,009 1,709 1,623 2,081 合計 1,623,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 1,506 1,281 1,217 1,560 交付金 1,623,000 円

一般財源 503 428 406 521

職員人件費　② 0 362 359 375

総事業費（①＋②） 2,009 2,071 1,982 2,456

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 福祉法人等サービス利用軽減
事業費補助金（県）

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　

４

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

　

福祉安全

基本施策 高齢

刈

者福祉
施策体系

施策の

谷

内容 介護サービスの充

市

実

目
　
　
　
的

　社会福

事

祉法人の低所得高齢者

務

に対する利用

主
た
る
内

事

容

　介護費の利用者負

業

担のうち1/4又は1

評

/2
料の軽減を促進し

価

、低所得高齢者であっ

シ

ても （平成21、22

ー

年度は「28/100

ト

また53/100」）

（

、必要な介護保険サー

様

ビスを利用できるよう

式

、食費、居住費等の利

１

用者負担のうち1/4

）

又は
支援する。 1/2

会

を軽減した社会福祉法

計

人等に対し、軽減に
よ

名

って1％を超える損失

担

が発生した場合に、超

当

えた額の50％を公費

部

で補填する。

位
置
づ
け

福

関連計画 刈谷市介護保

祉

険事業計画・刈谷市高

健

齢者福祉計画

根拠法令

康

社会福祉法人等による

部

生計困難者等に対する

一

利用者負担軽減制度事

般

業費補助金交付要綱

対

会

象者 ※主たる内容に記

計

載 事業期間 平成１２年

福

度 ～

実施方法 ■直営　

祉

□委託　□指定管理　

法

■補助・助成　□その

人

他

等サービス利用軽

Ｂ
　
事
　
業
　
実

減

　
績

２１年度実績 ２２

事

年度実績 ２３年度実績

業

２４年度計画

補助法人

担

数：  　3法人 補助

当

法人数:　 　2法人

課

補助法人数： 　 1

長

法人 補助法人数：　　

寿

 ―
補助額：2,00

課

9,000円 補助額：

款

1,709,000円

項

補助額：1,623,

目

000円 補助額：2,

課

081,000円

　補

等

助事業を活用すること

長

で、社会福祉法人は低

名

所得高齢者に対し円滑

角

に軽減を行うことがで

岡

き、低所得高齢者が必

　

要な

成果 サービスの提

重

供を受けることができ

幸

た。

(できたこと)

 

3

課題

(できなか 

 っ

1

たこと)

指標名称（単

3

位）
実績値 目標値

２１

作

年度 ２２年度 ２３年度

成

２４年度 ２６年度

活動



成

であること等を加え、

者

助成受給資格の適正化

澤

を図った。　 

課題

(

井

できなか 

 ったこと

　

)

指標名称（単位）
実

彩

績値 目標値

２１年度 ２

夏

２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 助成人数 42 50 47 53 ―
指標 （人）
成果 ―
指標

助成対象条件や助成割合は異なるが、県内では18保険者が実施している。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,611 2,057 1,359 1,598 合計 1,359,010 円
扶助費 1,359,010 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 1,611 2,057 1,359 1,598

職員人件費　② 0 725 718 749

総事業費（①＋②） 1,611 2,782 2,077 2,347

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

　

野 福祉安全

基本施策 高

刈

齢者福祉
施策体系

施策

谷

の内容 介護サービスの

市

充実

目
　
　
　
的

　低所

事

得者であって、生計を

務

維持することが

主
た
る

事

内
容

　市民税非課税世

業

帯に属する者であって

評

、負
困難である世帯に

価

属する者に対し、介護

シ

保険 担能力のある親族

ー

等に扶養されておらず

ト

、か
の居宅サービス、

（

地域密着型サービス及

様

び住 つ1人世帯の場合

式

では預貯金等が350

１

万円以下
宅改修の利用

）

に係る利用者負担を軽

会

減し、介 、前年収入額

計

が103万円以下等の

名

要件を満たす
護保険の

担

利用を促進する。 者に

当

対し、居宅サービス等

部

の利用に係る10％
の

福

利用者負担額の1/2

祉

を申請に基づき助成す

健

る
。

位
置
づ
け

関連計画

康

刈谷市介護保険事業計

部

画・刈谷市高齢者福祉

一

計画

根拠法令 刈谷市介

般

護保険居宅サービス等

会

利用者負担額助成事業

計

実施要綱

対象者 ※主た

居

る内容に記載 事業期間

宅

平成１３年度 ～

実施方

サ

法 ■直営　□委託　□

ー

指定管理　■補助・助

ビ

成　□その他

ス等利用者負担助

Ｂ
　

成

事
　
業
　
実
　
績

２１年

事

度実績 ２２年度実績 ２

業

３年度実績 ２４年度計

担

画

助成人数：　　 4

当

2人 助成人数： 　　

課

50人 助成人数：　　

長

 47人 助成人数：　

寿

　 53人
助成額：1

課

,610,763円 助

款

成額：2,056,8

項

62円 助成額：1,3

目

59,010円 助成額

課

：1,598,000

等

円

　介護保険の居宅サ

長

ービス等の利用者負担

名

を軽減し、介護保険の

角

利用を促進することが

岡

できた。

成果 　また、

　

平成23年4月1日申

重

請分から資格要件に、

幸

負担能力のある親族等

3

に扶養されていないこ

1

と、1人世帯の場合で

3

は預

(できたこと) 貯

作

金等が350万円以下



菜美子

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 41 27 24 28 合計 24,000 円
報償費 24,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 41 27 24 28

職員人件費　② 0 362 359 375

総事業費（①＋②） 41 389 383 403

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 介

谷

護サービスの充実

目
　

市

　
　
的

　介護支援専門

事

員（ケアマネジャー）

務

のスキ

主
た
る
内
容

　介

事

護支援専門員に対し、

業

ケアマネジメント
ルア

評

ップを図るため、ケア

価

プランの事例調査 リー

シ

ダー等によるケアプラ

ー

ンの事例調査・指
・指

ト

導・作成技術向上のた

（

めの支援を行う。 導・

様

作成技術向上のための

式

研修を行う。

位
置
づ
け

１

関連計画 刈谷市介護保

）

険事業計画・刈谷市高

会

齢者福祉計画

根拠法令

計

介護保険法

対象者 市内

名

介護支援専門員 事業期

担

間 平成１８年度 ～

実施

当

方法 ■直営　□委託　

部

□指定管理　□補助・

福

助成　□その他

祉健康部

一般会計

Ｂ

ケ

　
事
　
業
　
実
　
績

２１

ア

年度実績 ２２年度実績

プ

２３年度実績 ２４年度

ラ

計画

ケアプラン指導研

ン

修会：2回 ケアプラン

指

指導研修：2回 ケアプ

導

ラン指導研修会：2回

研

ケアプラン指導研修会

修

：2回

　介護保険サー

事

ビスの利用において重

業

要な位置付けとなるケ

担

アプランの作成につい

当

て、その意義が十分果

課

たせるよう作成

成果 す

長

る介護支援専門員に対

寿

し研修を行うことで、

課

高齢者が適正かつ適切

款

なサービスを利用する

項

ことができた。

(でき

目

たこと)

　より多くの

課

介護支援専門が参加す

等

ることが効果に繋がる

長

が、参加人数が減少傾

名

向にあるため、参加者

角

を増やす取組みが
課題

岡

必要である。
(できな

　

か 

 ったこと)

指標

重

名称（単位）
実績値 目

幸

標値

２１年度 ２２年度

3

２３年度 ２４年度 ２６

1

年度

活動 開催数 2 2 2

3

2 ―
指標 （回）
活動 延

作

参加人数 83 59 50

成

60 ―
指標 （人）

近隣

者

市での実施はなく、刈

阪

谷市独自の事業である

野

。
他市との
比較検証

　



水　景子

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 82,409 80,495 84,117 78,831 合計 84,117,250 円
需用費 803,250 円

財
　
源

特定財源 7,646 6,569 5,659 7,476 委託料 83,314,000 円

一般財源 74,763 73,926 78,458 71,355

職員人件費　② 0 2,537 1,077 749

総事業費（①＋②） 82,409 83,032 85,194 79,580

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 ・老人ホーム被措置者負担金
・在宅老人短期保護手数料

２５年度以降の事業費見込 0 ・老人ホーム入所者措置収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

４

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 福祉

　

安全

基本施策 高齢者福

刈

祉
施策体系

施策の内容

谷

高齢者福祉施設の充実

市

目
　
　
　
的

　老人福祉

事

法に基づく高齢者の入

務

所施設で、

主
た
る
内
容

事

　指定管理者である刈

業

谷市社会福祉協議会に

評

入所者が自立した日常

価

生活を営み、社会的活

シ

より、施設の管理運営

ー

及び入所者の日常生活

ト

動に参加するために必

（

要な指導や訓練を行う

様

の世話等を行う。　
こ

式

とを目的とする。 　
対

１

象者
　概ね65歳以上

）

で、環境上の理由及び

会

経済的
理由（政令で定

計

めるものに限る）によ

名

り居宅
で生活すること

担

が困難な人

位
置
づ
け

関

当

連計画 刈谷市介護保険

部

事業計画・刈谷市高齢

福

者福祉計画

根拠法令 老

祉

人福祉法、刈谷市老人

健

福祉法施行細則、刈谷

康

市ふれあいの里条例

対

部

象者 ※主たる内容に記

一

載 事業期間 ～

実施方法

般

■直営　□委託　■指

会

定管理　□補助・助成

計

　□その他

養護老人ホーム管

Ｂ
　
事

理

　
業
　
実
　
績

２１年度

運

実績 ２２年度実績 ２３

営

年度実績 ２４年度計画

事

刈谷市養護老人ホーム

業

入所者 刈谷市養護老人

担

ホーム入所者 刈谷市養

当

護老人ホーム入所者 老

課

人福祉法上の措置であ

長

るた
数：40人（3月

寿

末現在） 数：33人（

課

3月末現在） 数：29

款

人（3月末現在） め、

項

計画・目標値は未設定

目

。

　利用者の生活援助

課

や社会参加の促進を図

等

ることができた。

成果

長

(できたこと)

 
課題

名

(できなか 

 ったこ

角

と)

指標名称（単位）

岡

実績値 目標値

２１年度

　

２２年度 ２３年度 ２４

重

年度 ２６年度

活動 刈谷

幸

市養護老人ホーム入所

3

者数 40 33 29 ― ―

1

指標 （人）
成果   
指

6

標
 

他市との
比較検証

作成者 清



清

を設けることができた

水

。

成果

(できたこと)

　

　施設の老朽化により

景

、修繕の必要な箇所が

子

増えてきている。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

成果 高齢者交流プラザ延べ利用者数 102,314 105,463 111,329 111,500 111,500
指標 （人）
成果 大浴室利用者数 53,441 45,643 61,166 61,200 61,200
指標 （人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 71,841 71,079 72,623 68,602 合計 72,623,108 円
役務費 56,380 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 委託料 69,907,000 円
使用料及び賃借料

一般財源 71,841 71,079 72,623 68,592 2,516,928 円
工事請負費 142,800 円

職員人件費　② 0 1,087 1,077 749

総事業費（①＋②） 71,841 72,166 73,700 69,351

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

４

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 福

　

祉安全

基本施策 高齢者

刈

福祉
施策体系

施策の内

谷

容 高齢者福祉施設の充

市

実

目
　
　
　
的

　高齢者

事

福祉の拠点として、憩

務

い、くつろぎ

主
た
る
内

事

容

　指定管理である刈

業

谷市社会福祉協議会に

評

よ
・健康増進・世代間

価

交流の場を提供し、福

シ

祉 り、施設の管理運営

ー

及び各種講座を実施し

ト

、
の向上を図る。 高齢

（

者の生きがい活動を支

様

援する。
　
対象者　
　

式

満60歳以上の刈谷・

１

碧南・安城・知立・高

）

浜市内に居住している

会

人及び高齢者福祉関係

計

団体

位
置
づ
け

関連計画

名

刈谷市介護保険事業計

担

画・刈谷市高齢者福祉

当

計画

根拠法令 刈谷市ふ

部

れあいの里条例、刈谷

福

市ふれあいの里条例施

祉

行規則

対象者 ※主たる

健

内容に記載 事業期間 平

康

成９年度 ～

実施方法 ■

部

直営　□委託　■指定

一

管理　□補助・助成　

般

□その他

会計
高齢者交流プ

Ｂ
　
事
　

ラ

業
　
実
　
績

２１年度実

ザ

績 ２２年度実績 ２３年

管

度実績 ２４年度計画

・

理

大浴室利用 ・大浴室利

運

用 ・大浴室利用 ・大浴

営

室利用
・講座の開催 ・

事

講座の開催 ・講座の開

業

催　 ・講座の開催
（陶

担

芸入門、フラダンス、

当

楽 （陶芸入門、フラダ

課

ンス、楽 （陶芸入門、

長

フラダンス、楽 ・行事

寿

の開催
しく歌おう、若

課

がえり） しく歌おう、

款

若がえり） しく歌おう

項

、若がえり）
・行事の

目

開催 ・行事の開催 ・行

課

事の開催
（老人クラブ

等

1日研修、ひまわ（老

長

人クラブ1日研修、ひ

名

まわ（老人クラブ1日

角

研修、ひまわ
りフェス

岡

タ、夏のひまわりカ り

　

フェスタ、カラオケ大

重

会、 りフェスタ、カラ

幸

オケ大会、
ラオケ大会

3

、新春ひまわりカ 金婚

1

を祝う会） 金婚を祝う

7

会）
ラオケ大会、金婚

作

を祝う会）

　利用者の

成

健康増進を図ることが

者

でき、社会参加の機会



水

館者数 57,948 5

　

8,192 48,44

景

2 50,000 50,

子

000
指標 （人）
成果 トレーニング室利用者数 24,586 24,393 25,661 26,600 26,600
指標 （人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 24,970 27,629 27,001 28,908 合計 27,001,374 円
役務費 10,374 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 委託料 26,991,000 円

一般財源 24,970 27,629 27,001 28,898

職員人件費　② 0 1,087 1,077 749

総事業費（①＋②） 24,970 28,716 28,078 29,657

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

４

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 福祉

　

安全

基本施策 高齢者福

刈

祉
施策体系

施策の内容

谷

高齢者福祉施設の充実

市

目
　
　
　
的

　高齢者福

事

祉の拠点として生きが

務

いと健康づ

主
た
る
内
容

事

　指定管理者である刈

業

谷市社会福祉協議会に

評

くり、交流の場を提供

価

し、高齢者福祉の向上

シ

より施設の管理運営及

ー

び各種講座を実施し、

ト

を図る。 高齢者の生き

（

がい活動を支援する。

様

　
対象者
　満60歳以

式

上の刈谷・碧南・安城

１

・知立・高
浜市内に居

）

住している人及び高齢

会

者福祉関係
団体

位
置
づ

計

け

関連計画 刈谷市介護

名

保険事業計画・刈谷市

担

老人福祉計画

根拠法令

当

刈谷市一ツ木福祉セン

部

ター条例、刈谷市一ツ

福

木福祉センター条例施

祉

行規則

対象者 ※主たる

健

内容に記載 事業期間 平

康

成１０年度 ～

実施方法

部

■直営　□委託　■指

一

定管理　□補助・助成

般

　□その他

会計
いきいきプラ

Ｂ
　
事

ザ

　
業
　
実
　
績

２１年度

管

実績 ２２年度実績 ２３

理

年度実績 ２４年度計画

運

・トレーニング室利用

営

・トレーニング室利用

事

・トレーニング室利用

業

・トレーニング室利用

担

・歩行プール利用 ・歩

当

行プール利用 ・歩行プ

課

ール利用 ・歩行プール

長

利用
・講座の開催 ・講

寿

座の開催 ・講座の開催

課

・講座の開催
（いきい

款

き元気講座等） （いき

項

いき元気講座等） （い

目

きいき元気講座等） ・

課

行事の開催
・行事の開

等

催 ・行事の開催 ・行事

長

の開催
（いきいきフェ

名

スタ等） （いきいきフ

角

ェスタ等） （いきいき

岡

フェスタ等）

　利用者

　

の健康増進を図ること

重

ができ、社会参加の機

幸

会を設けることができ

3

た。

成果

(できたこと

1

)

 
課題

(できなか 

7

 ったこと)

指標名称

作

（単位）
実績値 目標値

成

２１年度 ２２年度 ２３

者

年度 ２４年度 ２６年度

清

成果 いきいきプラザ入



本

標 （人）
成果 講座参加

　

者数 104 115 11

恵

7 100 100
指標 （人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,404 4,212 4,234 6,526 合計 4,233,805 円
賃金 3,308,935 円

財
　
源

特定財源 0 0 457 391 報償費 405,000 円
需用費 368,670 円

一般財源 4,404 4,212 3,777 6,135 役務費 151,200 円

職員人件費　② 0 725 718 749

総事業費（①＋②） 4,404 4,937 4,952 7,275

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

４

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 福祉安

　

全

基本施策 高齢者福祉

刈

施策体系
施策の内容 高

谷

齢者福祉施設の充実

目

市

　
　
　
的

 高齢者福祉

事

の拠点として、生きが

務

いと健康づ

主
た
る
内
容

事

　高齢者の健康を増進

業

するため、浴室及びマ

評

くり、交流の場を提供

価

し、高齢者福祉の向上

シ

ッサージコーナーを設

ー

置するとともに、生き

ト

を図る。 がい活動の一

（

環としてふれあい交流

様

室を利用
した各種講座

式

等を開講する。
　
対象

１

者
　満60歳以上の刈

）

谷・碧南・安城・知立

会

・高
浜市内に居住して

計

いる人及び高齢者福祉

名

関係
団体

位
置
づ
け

関連

担

計画 刈谷市介護保険事

当

業計画・刈谷市高齢者

部

福祉計画

根拠法令 刈谷

福

市南部福祉センター条

祉

例、ぬくもりプラザ処

健

務規則

対象者 ※主たる

康

内容に記載 事業期間 平

部

成１３年度 ～

実施方法

一

■直営　□委託　□指

般

定管理　□補助・助成

会

　□その他

計
ぬくもりプラザ

Ｂ
　
事

管

　
業
　
実
　
績

２１年度

理

実績 ２２年度実績 ２３

運

年度実績 ２４年度計画

営

・浴室利用 ・浴室利用

事

・浴室利用 各講座開催

業

予定。
・マッサージ室

担

利用 ・マッサージ室利

当

用 ・マッサージ室利用

課

・ふれあい交流室利用

長

・ふれあい交流室利用

寿

・ふれあい交流室利用

課

・講座の開催 ・講座の

款

開催 ・講座の開催
（健

項

康体操・フォークダン

目

ス （健康体操・フォー

課

クダンス （健康体操・

等

フォークダンス
） ） ）

長

　利用者の健康増進を

名

図ることができ、社会

角

参加の機会を設けるこ

岡

とができた。

成果

(で

　

きたこと)

 
課題

(で

重

きなか 

 ったこと)

幸

指標名称（単位）
実績

3

値 目標値

２１年度 ２２

1

年度 ２３年度 ２４年度

7

２６年度

成果 ぬくもり

作

プラザ延べ利用者数 6

成

4,390 64,56

者

3 59,676 60,

坂

000 60,000
指



景子

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 263 10,920 0 合計 10,920,000 円
工事請負費 10,920,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 263 10,920 0

職員人件費　② 0 1,087 359 0

総事業費（①＋②） 0 1,350 11,279 0

建
設
事
業

全体事業費 262,500 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 262,500

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

４

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者福祉施設の充実

目
　

市

　
　
的

　一ツ木福祉セ

事

ンターの施設を整備し

務

て、安

主
た
る
内
容

　施

事

設の充実を図るための

業

経費を計上する。
全で

評

快適な環境を提供し、

価

もって高齢者福祉 　
の

シ

増進と利便性の向上を

ー

図る。 対象者
　満60

ト

歳以上の刈谷・碧南・

（

安城・知立・高
浜市内

様

に居住している人及び

式

高齢者福祉関係
団体

位

１

置
づ
け

関連計画 刈谷市

）

介護保険事業計画・刈

会

谷市高齢者福祉計画

根

計

拠法令 刈谷市一ツ木福

名

祉センター条例、刈谷

担

市一ツ木福祉センター

当

条例施行規則

対象者 ※

部

主たる内容に記載 事業

福

期間 平成１０年度 ～

実

祉

施方法 ■直営　□委託

健

　□指定管理　□補助

康

・助成　□その他

部

一般会計
いきいき

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

プ

１年度実績 ２２年度実

ラ

績 ２３年度実績 ２４年

ザ

度計画

 ・地上デジタ

整

ル放送対応工事 ・国道

備

23号線下駐車場整備

事

 
  
  
  
　　　

業

――――――― 　　　

担

―――――――

　施設

当

整備を行い、安全で快

課

適な環境を提供し、高

長

齢者福祉の増進および

寿

利用者の利便性を図る

課

ことができた。

成果

(

款

できたこと)

 
課題

(

項

できなか 

 ったこと

目

)

指標名称（単位）
実

課

績値 目標値

２１年度 ２

等

２年度 ２３年度 ２４年

長

度 ２６年度

成果 いきい

名

きプラザ延べ利用者数

角

57,948 58,1

岡

92 48,442 50

　

,000 50,000

重

指標 （人）
成果 トレー

幸

ニング室利用者数 24

3

,586 24,393

1

25,661 26,6

7

00 26,600
指標

作

（人）
 

他市との
比較

成

検証

者 清水　



192 48,442 50,000 50,000
指標 （人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 250 2,560 2,010 合計 2,559,900 円
備品購入費 2,559,900 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 250 2,560 2,010

職員人件費　② 0 362 718 749

総事業費（①＋②） 0 612 3,278 2,759

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

４

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 福祉安全

基本施策

　

高齢者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 高齢者福祉施

谷

設の充実

目
　
　
　
的

　

市

高齢者交流プラザ、い

事

きいきプラザ及びぬ

主

務

た
る
内
容

１　高齢者交

事

流プラザ
くもりプラザ

業

において、備品を整備

評

すること 　　厨房機器

価

ガス台付きコンロ更新

シ

により、利用者の福祉

ー

の向上を図る。 ２　い

ト

きいきプラザ
　　ベッ

（

ド型マッサージ器更新

様

３　ぬくもりプラザ
　

式

　マッサージチェア更

１

新
　
対象者　
　満60

）

歳以上の刈谷・碧南・

会

安城・知立・高
浜市内

計

に居住している人及び

名

高齢者福祉関係
団体

位

担

置
づ
け

関連計画  

根拠

当

法令  

対象者 ※主たる

部

内容に記載 事業期間 ～

福

実施方法 ■直営　□委

祉

託　□指定管理　□補

健

助・助成　□その他

康部

一般会計
備品等

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

整

２１年度実績 ２２年度

備

実績 ２３年度実績 ２４

事

年度計画

 ・血圧計及

業

び専用架台セット ・交

担

流高圧電位治療器　6

当

台 ・厨房機器ガス台付

課

コンロ
 （いきいきプ

長

ラザ） （高齢者交流プ

寿

ラザ、いきい （高齢者

課

交流プラザ）
 ・業務

款

用体重計　2台 きプラ

項

ザ、ぬくもりプラザ）

目

・ベッド型マッサージ

課

器
 （高齢者交流プラ

等

ザ） （いきいきプラザ

長

）
　　　――――――

名

― ・マッサージチェア

角

ー
（ぬくもりプラザ）

岡

　備品を充実させるこ

　

とにより、利用者の福

重

祉の向上を図ることが

幸

できた。

成果

(できた

3

こと)

 
課題

(できな

1

か 

 ったこと)

指標

7

名称（単位）
実績値 目

作

標値

２１年度 ２２年度

成

２３年度 ２４年度 ２６

者

年度

成果 高齢者交流プ

清

ラザ延べ利用者数 10

水

2,314 105,4

　

63 111,329 1

景

2,000 12,00

子

0
指標 （人）
成果 いきいきプラザ延べ利用者数 57,948 58,


